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西小学校入学式　４月６日（水）

今月の主な内容
●令和４年度（2022年度）中川村の予算　P２−４
●令和３年度ふるさと応援寄附金 実績および活用事業の紹介　P５
●地域づくりのための補助制度を紹介　P６
●農業委員会だより　P11−12
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～コロナ禍の経済支援・村民生活防衛第一の予算編成～
一般会計予算総額� 36億5,050万円
国保・介護・後期高齢会計予算総額�11億7,800万円
公営企業会計(上下水道)予算総額� 7億7,000万円

令和4年度（2022年度）中川村の予算

予
算
概
要

　

令
和
４
年
度
当
初
予
算
は
、
第
６

次
総
合
計
画
や
第
２
期
ま
ち
･
ひ
と

･
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
お
よ
び
新

た
に
ス
タ
ー
ト
し
た
過
疎
地
域
持
続

的
発
展
計
画
な
ど
の
長
期
計
画
を
基

本
と
し
、課
題
で
あ
る
少
子
高
齢
化
、

地
域
力
の
維
持
、
子
育
て
支
援
、
農

地
保
全
や
村
の
主
要
産
業
で
あ
る
農

業
な
ど
の
地
域
資
源
を
活
か
し
た
村

の
魅
力
創
生
と
商
工
業
振
興
施
策
な

ど
に
要
す
る
経
費
を
計
上
し
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
す
る

国
の
経
済
対
策
も
相
ま
っ
て
昨
年
度

を
上
回
る
予
算
規
模
と
な
り
ま
し
た
。

○
村
債
残
高

　

村
の
借
金
で
あ
る
村
債
残
高
は
、

令
和
３
年
度
末
の
見
込
み
が
29
億
１
，

２
７
６
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
村
債
に
対
す
る
令
和
４
年
度

の
元
利
償
還
額
は
前
年
度
当
初
比

２
・
２
パ
ー
セ
ン
ト
減
、
８
５
８
万

円
減
の
３
億
８
，３
６
０
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

村
で
は
、
次
世
代
へ
の
過
度
な
負

担
を
減
ら
す
た
め
、
国
か
ら
の
補
て

ん
が
あ
る
有
利
な
起
債
と
呼
ば
れ
る

過
疎
債
の
活
用
を
柱
と
し
た
計
画
的

な
財
政
運
営
を
行
っ
て
お
り
、
村
債

残
高
全
体
で
は
前
年
度
当
初
比
５
・

８
パ
ー
セ
ン
ト
減
、
２
，３
２
０
万

円
の
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
基
金
残
高

　

村
の
貯
金
で
あ
る
基
金
残
高
は
、

令
和
３
年
度
に
公
共
施
設
等
整
備
基

金
へ
１
億
円
、災
害
対
策
基
金
へ
５
，

５
０
０
万
円
、教
育
文
化
振
興
基
金

へ
１
千
万
円
の
積
み
増
し
を
行
っ
た
結

果
、
基
金
総
額
は
27
億
９
，６
０
０
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
う
ち
財
政
調

整
基
金
は
10
億
７
千
万
円
で
、年
間
予

算
の
約
３
分
の
１
、
標
準
財
政
規
模
の

約
２
分
の
１
に
相
当
す
る
額
を
積
み
立

て
て
お
り
、
短
期
的
な
歳
入
不
足
や

災
害
な
ど
の
緊
急
事
態
に
は
十
分
な

額
を
備
え
て
い
ま
す
。

　

村
で
は
令
和
３
年
度
に
農
業
観
光

交
流
セ
ン
タ
ー
を
開
所
し
、
ふ
る
さ
と

応
援
寄
附
金
の
取
り
組
み
を
本
格
化

さ
せ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
令

和
３
年
度
に
は
、
全
国
の
多
く
の
方

か
ら
寄
附
が
寄
せ
ら
れ
、
寄
附
総
額

は
約
９
，７
０
０
万
円
余
と
な
り
ま
し

た
。

　

村
で
は
こ
の
寄
附
金
を
「
地
域
づ

く
り
基
金
」
に
積
立
て
、
令
和
４
年

度
に
は
「
保
育
環
境
の
充
実
」
に
１
，

５
０
０
万
円
、「
教
育
環
境
の
充
実
」

に
１
，０
０
０
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
充

て
、
村
の
「
子
育
て
支
援
」
施
策
の

充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
の
地
方
債
残
高

お
よ
び
基
金
残
高
の
見
込
み

⑴
一
般
会
計
予
算
総
額
は
36
億
５
，

０
５
０
万
円
で
、
ア
ル
プ
ス
ハ
イ
ツ

中
組
の
外
壁
塗
装
な
ど
経
年
に
よ
る

維
持
補
修
が
必
要
と
な
っ
た
施
設
の

長
寿
命
化
や
、
老
朽
化
に
よ
り
不
具

合
が
生
じ
て
い
る
文
化
セ
ン
タ
ー
の

音
響
設
備
更
新
な
ど
の
計
上
に
加

え
、
次
年
度
以
降
建
設
を
予
定
し
て

い
る
歴
史
民
俗
資
料
館
の
改
修
に
係

る
基
本
設
計
、
ま
た
リ
ニ
ア
中
央
新

幹
線
関
連
事
業
な
ど
ハ
ー
ド
関
連
事

業
や
、
持
続
可
能
な
村
づ
く
り
に
向

け
た
各
種
制
度
を
創
設
・
拡
充
し
、

前
年
度
当
初
比
で
５
・
５
パ
ー
セ
ン

ト
増
、
１
億
９
，０
５
０
万
円
の
増

額
と
な
り
ま
し
た
（
過
去
か
ら
の
予

算
規
模
で
は
３
番
目
、
過
去
10
年
間

に
お
い
て
は
最
大
の
予
算
規
模
）。

⑵
特
別
会
計
で
は
、
国
民
健
康
保

険
、
介
護
保
険
、
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
の
３
事
業
の
予
算
総
額
は

11
億
７
，８
０
０
万
円
で
、
保
険
給

付
費
の
減
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
当

初
比
で
３
・
０
パ
ー
セ
ン
ト
減
、
３
，

６
０
０
万
円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

⑶
公
営
企
業
会
計
の
水
道
事
業
は
、

新
た
に
飯
島
町
用
水
の
供
給
開
始
に

伴
う
受
水
費
お
よ
び
連
絡
管
工
事
費

の
増
、
牧
ヶ
原
橋
水
道
管
の
布
設
替

を
含
む
管
路
工
事
の
増
な
ど
に
よ

り
、
前
年
度
当
初
比
で
51
・
８
パ
ー

セ
ン
ト
増
、
８
，５
０
０
万
円
の
増

額
と
な
り
ま
し
た
。

　

下
水
道
事
業
は
老
朽
化
し
た
機
器

更
新
お
よ
び
処
理
場
へ
の
太
陽
光
発

電
施
設
設
置
工
事
な
ど
に
よ
り
、
前

年
度
当
初
比
で
５
・
９
パ
ー
セ
ン
ト

増
、
２
，９
０
６
万
円
の
増
額
と
な

り
、
両
事
業
の
歳
出
ベ
ー
ス
で
の
総

額
は
７
億
７
，０
０
０
万
円
で
、
前

年
度
当
初
比
で
17
・
４
パ
ー
セ
ン
ト

増
、
１
億
１
，４
０
６
万
円
の
増
額

と
な
り
ま
し
た
。

⑷
一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計
・
公

営
企
業
会
計
を
合
わ
せ
た
村
全
体

の
総
額
は
55
億
９
，８
５
０
万
円
で

前
年
度
当
初
比
５
・
０
パ
ー
セ
ン
ト

増
、
２
億
６
，８
５
６
万
円
の
増
額

と
な
り
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

　　　　　　　令和４年度地域づくり基金活用事業　　　　（単位　万円）
項目 活用額

子
育
て
支
援

保育環境の
充実

未満児保育･長時間保育の人材確保 1,500保育施設整備（トイレ改修ほか）

教育環境
の充実

高校生通学支援補助

1,000

小学校新入学児童カバン贈呈
小･中学校等入学祝い金
学校給食用米穀代

児童用図書購入

生徒用図書購入
児童･生徒用図書購入

合　計 2,500
◆地域づくり基金･･･ふるさと応援寄附金を積立て各種村づくり事業に活用
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歳入の用語説明
村　税　　　　　住民税、固定資産税、軽自動車税など
分担金・負担金　事業実施により利益を受ける人が負担す
　　　　　　　　るもの
使用料・手数料　公共施設の利用料、各種手続きにかかる
　　　　　　　　料金
繰入金　　　　　一般会計、特別会計および基金の間で、
　　　　　　　　相互に資金運用をするもの
地方譲与税　　　一旦国税として徴収され、その後市町村
　　　　　　　　に交付される税
各種交付金　　　一旦国県税として徴収され、その後市町
　　　　　　　　村に交付される交付金
地方交付税　　　地方ごとの格差是正のため国から交付さ
　　　　　　　　れる交付金
村　債　　　　　資金調達のための借入金

歳入　総額36億5，050万円

その他
2億2，518万円（6.2%）

分担金・負担金、
使用・手数料
7，535万円（2.1%）

地方譲与税、
各種交付金
1億4，964万円
（4.0%）

村税
4億4，255万円
（12.1%）

地方交付税
18億9，250万円
（51.8%）

国・県支出金
5億948万円
（14.0%）

村債
3億5，580万円
（9.8%）

村債
3億5，580万円
（9.8%）

自主財源
7億4，126万円
（20.4%）

依存財源
29億742万円
（79.6%）

財産収入　340万円（0.1%）
寄附金　7，001万円（1.9%）
繰入金　3，161万円（0.9%）
繰越金　5，500万円（1.5%）
諸収入　6，516万円（1.8%）

義務的経費
15億7.826万円
（43.3%）

任意的経費
20億7,224万円
（56.7%）

その他
8，922万円
（2.5%）
　維持補修費
　451万円（0.1%）
　積立・出資金
　7，506万円（2.1%）
　予備費
　965万円（0.3%）　　　

物件費
5億7，744万円
（15.8%）

公債費
3億8，360万円
（10.5%）

補助費
5億7，858万円
（15.8%）

普通建設・
災害復旧費
4億5，721万円
（12.5%）

人件費
9億1，444万円
（25.1%）

扶助費
2億8，022万円
（7.7%）

繰出金
3億6，979万円
（10.1%）

歳出　合計36億5，050万円（性質別）

歳出　合計36億5，050万円（目的別）

教育費
4億713万円
（11.2%）

総務費
7億964万円
（19.4%）

民生費
8億549万円
（22.1%）

衛生費
1億9，320万円
（5.3%）

農林水産業費
4億706万円
（11.1%）

土木費
4億7，012万円
（12.9%）

公債費
3億8，360万円
（10.5%）

消防費
1億3，097万円
（3.6%）

その他
1億4，328万円
（3.9%）
　その他
　議会費
　5，182万円（1.4%）
　商工費
　8，181万円（2.2%）
　予備費
　965万円（0.3%）

歳出（性質別）の用語説明
人件費　　　　　議員、特別職や職員給与など
扶助費　　　　　社会保障制度の一環として支給する費用
公債費　　　　　村債など借入金の返済に充てる費用
物件費　　　　　賃金、物品購入や委託料などに充てる費用
補助費等　　　　負担金、補助金、交付金や報償費に充てる費用
繰出金　　　　　一般会計から特別会計などに繰り出した費用
維持補修費　　　施設の補修に充てる費用
積立金　　　　　財政調整基金などの積み立てに充てる費用
普通建設事業費　公共施設の新増設に充てる費用
災害復旧事業費　災害により損傷した施設の復旧に充てる費用

歳出（目的別）の用語説明
総務費　　　　村全般の管理、選挙、税事務に充てる費用
民生費　　　　高齢者、障がい者、児童などの福祉事業に充てる費用
衛生費　　　　健康管理、ごみ処理、環境対策に充てる費用
農林水産業費　農業、林業や地籍調査などに充てる費用
土木費　　　　村道、河川、公園や村営住宅などの建設、管理に
　　　　　　　充てる費用
消防費　　　　常備、非常備消防(消防団)の運営管理に充てる費用
教育費　　　　小中学校、各種文化施設などの運営管理に充てる費用
議会費　　　　村議会の活動、報酬などに充てる費用
商工費　　　　商工業の振興、観光施設管理などに充てる費用

会　　計　　名 令和４年度
当初予算額

令和３年度
当初予算額

比較増減 住民１人当
予算額

１世帯当
予算額増減額 増減率

一 　 般 　 会 　 計 36億5,050万円 34億6,000万円 1億9,050万円 5.5％ 7万6,820円 21万6,518円

特
別
会
計

国民健康保険事業 4億6,200万円 4億7,600万円 △ 1,400万円 △ 2.9％ 9,722万円 2万7,402円
介 護 保 険 事 業 6億5,800万円 6億7,900万円 △ 2,100万円 △ 3.1％ 1万3,847円 3万9,027円
後 期 高 齢 者 医 療 5,800万円 5,900万円 △ 100万円 △ 1.7％ 1,221円 3,440円
特 別 会 計 合 計 11億7,800万円 12億1,400万円 △ 3,600万円 △ 3.0％ 2万4,790円 6万9,870円

普 通 会 計 合 計 48億2,850万円 46億7,400万円 1億5,450万円 3.3％ 10万1,610円 28万6,388円
企
業
会
計

水 道 事 業 会 計 2億4,900万円 1億6,400万円 8,500万円 51.8％ 5,240円 1万4,769円
下 水 道 事 業 会 計 5億2,100万円 4億9,194万円 2,906万円 5.9％ 1万0,964円 3万0,902円
企 業 会 計 合 計 7億7,000万円 6億5,594万円 1億1,406万円 17.4％ 1万6,204円 4万5,670円

全 会 計 合 計 55億9,850万円 53億2,994万円 2億6,856万円 5.0％ 11万7,814円 33万2,058円

令和４年度（2022年度）　中川村会計別予算額

★企業会計の予算額は、収益的支出＋資本的支出としました。
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村の総合計画に基づいた主な事業（新規、拡充を中心に掲載）�

図書館やホームページでも予算書の閲覧が可能です。 地域政策課 財政係　内線23

１ 保健・福祉分野
誰もが自分らしく暮らし続けることのできる“なかがわ”

1 新型コロナウイルス接種事業 1,382万円

《拡》 2 子育て支援「保育士等充実」(園児数見込
みなかた57人、片桐82人　計139人） 1億4,810万円

《拡》 3 子育て支援「保育施設等充実」（両園トイレ
洋式化467万円、コドモン使用料73万円ほか） 1,081万円

4 出産祝い金（第1子5万円、第2子8万
円、第3子以降10万円） 180万円

《拡》 5 村単高齢者補聴器購入補助
（対象：軽度・中度　4万円/件→10万円/件） 60万円

《拡》 6 福祉タクシー券交付事業（12枚→24枚） 110万円
《新》 7 独居等高齢者見守りシステム補助金 6万円

《新》 8 老人福祉施設の整備（いわゆり荘、
在宅介護支援センター空調機器更新） 725万円

《拡》 9 地域活動支援センター運営業務 816万円

《新》 10 包括的相談支援アウトリーチ業務
（重層的支援事業） 350万円

《拡》 11 障がい者地域生活支援事業 252万円

12 障がい者自立支援給付費（施設入所、短期
入所、居宅介護、生活介護、生活訓練等） 1億1,193万円

《拡》 13 母子・父子・障がい者年金給付
（母子→ひとり親・7千円→1万円） 115万円

２ 教育・文化分野
悠久の歴史の中に人と文化が息づき郷土愛を育む“なかがわ”

《拡》 1 高校生通学支援事業
（1/2補助　上限１万円→２万円） 190万円

《新》 2 小・中学校等入学祝い金（@2万円の村
内商品券  小40人  中47人  転入2人） 178万円

《拡》 3 北海道中川町中学生派遣事業 377万円

《新》 4 食育推進｢地産地消コーディネーター配置
133万円／学校給食地元産米代216万円」 349万円

《拡》 5 学校施設の充実（空調機器設置工事西小１
／中学1）1,983万円、中学網戸設置550万円 2,533万円

《新》 6 理科専科講師（両小学校兼務） 265万円
《拡》 7 学習環境のICT整備事業 912万円

《新》 8
開校150周年事業交付金（東30万円
西30万円）、東西小学校創立150周年
記念樹（5万円）

65万円

《新》 9 文化センター高圧電源遮断機器改修
工事 645万円

《新》 10 文化センター大ホール等音響設備更
新事業 3,916万円

《新》 11 歴史民俗資料館新築・改修基本設計
業務 160万円

《新》 12 アンフォルメル中川村美術館アトリ
エ棟改修事業 2,204万円

《拡》 13 アンフォルメル美術館指定管理料 395万円

３ 防災・減災・安全分野
誰もが安心・安全に暮らすことのできる“なかがわ”

《新》 1 LINE公式アカウント連携ツール利用
負担金（オクレンジャーとの連携機能） 76万円

2 木造住宅耐震改修補助金 100万円

《拡》 3 消防団手当（団員年報酬673万円／訓練出
動手当1,066万円／非常出動手当147万円） 1,886万円

《新》 4 片桐水防倉庫建替事業 721万円
《拡》 5 道路沿線支障木除去業務 300万円

《拡》 6 橋りょう修繕事業5,500万円／林道宮ノ沢
線中央自動車道跨道橋点検業務780万円 6,280万円

《拡》 7 南信地域町村交通災害共済掛金
（村費　0歳から高校生まで→村民全員加入） 98万円

《新》 8 公共施設への水道スマートメーター
設置工事業 150万円

《新》 9 水の恵みを未来へつなぐ交付金活用
事業「水道施設台帳整備ほか」 1,000万円

４ 環境分野
多くの自然に育まれ持続可能で快適に暮らし続けられる“なかがわ”

《拡》 1 保健センター照明器具ＬＥＤ化工事 182万円
《拡》 2 片桐保育園　照明器具ＬＥＤ化工事 275万円

《新》 3 竹林整備補助金
（整備開始～５年目まで補助） 100万円

《新》 4 薪ストーブ設置補助金
（1/2補助　上限10万円/台） 40万円

《新》 5 合併処理浄化槽修繕等補助金
（上限　ブロアー2万円/台、本体：15万円/基） 35万円

6 観光地等魅力向上森林景観整備事業 140万円

５ 産業・経済分野
いつまでも働き続けられ活気あふれる“なかがわ”

《拡》 1 中川村農業担い手支援事業補助金
（→地区営農組織等：上限300万円を創設） 700万円

2 安心・安全な農業推進事業
（制度活用者の増） 175万円

3 農業次世代人材投資事業
（制度活用者の増） 2,175万円

《新》 4 村単農地等耕作条件改善事業
（簡易な土地改良等に対する補助) 100万円

《拡》 5 農業・観光交流事業 3,746万円
《拡》 6 ふるさと応援寄附金関連事業 3,470万円

《新》 7 第４弾なかがわ生活応援商品券事業
負担金 1,670万円

《新》 8 なかがわ観光クーポン負担金 110万円

《新》 9 産業振興事業補助金
（既存補助事業の再編・拡充） 280万円

《拡》 10 中川村特別運転資金利子補給金 661万円
11 お試しシェアオフィス管理運営事業 73万円

《新》 12 陣馬形の森公園　避難小屋厨房設
置、外構工事 451万円

13 陣馬形キャンプ場指定管理料300万円／桑原
キャンプ場・小渋釣堀場　指定管理料50万円 350万円

《新》 14 地域活性化計画（産業振興計画）策定業務 324万円

６ 都市整備分野
生活基盤が整い快適で暮らしやすい“なかがわ”

《拡》 1 リニア中央新幹線関連事業（施工計画検討、
用地測量、土地改良事業計画書作成ほか） 4,512万円

《新》 2 アルプスハイツ中組外壁・屋根・設備
改修事業 4,910万円

《拡》 3 空き家等活用促進事業 430万円

《新》 4 若者向け移住促進住宅改修事業
（旧片桐地区駐在所） 270万円

5 お試し住宅管理運営事業 80万円

6 子育て世帯住宅取得支援250万円／３世代
同居等住宅新増改築等支援事業350万円 600万円

７ 行政経営分野
村民への行政サービスを維持しつつ持続可能な“なかがわ”

《新》 1 村議会議員一般選挙 1,152万円
《新》 2 統合型ＧＩＳ構築事業 793万円

《新》 3 公衆無線ＬＡＮ接続認証環境再構築396万円
／地区集会施設Ｗｉ-Ｆｉ設置通信費63万円 459万円

《新》 4 キャッシュレス決済手数料 4万円

《拡》 5 ネットワーク運用体制再構築744万円
イントラ回線設備機器更新移設事業380万円 1,124万円

その他　巡回バス事業については、令和４年４月から直営に移行
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◇
医
療
法
人
　
日
聖
会

　
加  

藤  

尚  

之
　
様

寄
附
の
紹
介

　

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
（
ふ
る
さ

と
納
税
）
は
、
寄
附
金
を
通
じ
て
想

い
を
寄
せ
る
自
治
体
を
応
援
し
て
い

た
だ
く
制
度
で
す
。

　

今
年
度
も
全
国
か
ら
６
０
０
件
を

超
え
る
寄
附
件
数
、
総
額
９
，７
７

７
万
円
と
多
く
の
方
か
ら
ご
寄
附
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
寄
附
金
は
、「
地

域
づ
く
り
基
金
」
へ
積
み
立
て
、
中

川
村
の
総
合
計
画
「
一
人
ひ
と
り
の

元
気
が
活
き
る
美
し
い
村
“
な
か
が

わ
”」
に
掲
げ
て
い
る
事
業
へ
活
用

し
ま
し
た
。

　

中
川
村
へ
の
あ
た
た
か
い
想
い
に

感
謝
し
、
ご
寄
附
い
た
だ
い
た
方
に

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

寄附金活用事業「子育て支援の充実」
寄附金充当事業 事業内容 寄附金充当額

子 育 て 世 帯
支援金学校給
食費交付事業

学校給食費の一部に寄附
金を充て子育て世帯の負
担を軽減

270万円

小・ 中 学 校
等 入 学 祝 い
金交付事業

小・中学校へ入学する児童・生
徒の保護者に対し、入学準備
金として村内商店で使用でき
る商品券を交付。

152万円

新
し
い
駐
在
所
が

開
所
し
ま
し
た

　

３
月
23
日（
水
）、
大
草
と
片
桐
の

駐
在
所
が
統
合
さ
れ
「
駒
ヶ
根
警
察

署
中
川
村
警
察
官
駐
在
所
」
と
し
て

牧
ヶ
原
地
区（
中
学
校
西
側
）に
開
所

し
ま
し
た
。

　

併
設
住
居
に
居
住
す
る
所
員
と
、

通
勤
す
る
所
員
の
２
人
体
制
と
な
り

ま
す
。

　

な
お
、
統
合
に
伴
い
、
大
草
と
片

桐
の
駐
在
所
は
閉
所
し
ま
し
た
。

▼
所
在
地

　

片
桐
４
５
５
４
番
地
１

▼
電
話
番
号

　

TEL 

88
―
２
５
１
７

※
新
し
い
駐
在
所
員
は
９
ペ
ー
ジ
に

掲
載
。

総
務
課
危
機
管
理
係

内
線
21

令
和
３
年
度

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
の

寄
附
実
績
お
よ
び
活
用
事
業
の
紹
介

　

高
齢
の
方
が
自
分
で
車
を
運
転

し
な
く
て
も
安
心
し
て
生
活
で
き

る
よ
う
、
巡
回
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー

な
ど
公
共
交
通
機
関
の
充
実
の
た

め
、
ご
寄
附
い
た
だ
き
ま
し
た
。

元
高
遠
町
立
高
遠
北
小
学
校
長

松
村
満
久
さ
ん

瑞
宝
双
光
章
を
受
章

　

元
高
遠
町
立
高
遠
北
小
学
校
長
の

松
村
満
久
さ
ん（
田
島
地
区
）が
高
齢

者
叙
勲
と
し
て
瑞ず

い
ほ
う宝

双そ
う

光こ
う

章し
よ
うを

受
章

し
、
宮
下
村
長
に
報
告
し
ま
し
た
。

　

松
村
さ
ん
は
40
年
間
、
長
野
県
内

各
地
の
小
中
学
校
に
勤
務
し
、
高
遠

町
立
高
遠
北
小
学
校
長
を
最
後
に
退

職
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
平
成
６

年
か
ら
は
、
中
川
村
公
民
館
で
社
会

教
育
指
導
員
を
、
ま
た
、
中
川
村
の

公
民
館
長
や
図
書
館
長
も
務
め
、
中

川
文
化
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
も
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

　

松
村
さ
ん
は
、「
子
ど
も
た
ち
が

生
き
生
き
と
活
動
で
き
る
よ
う
な
環

境
づ
く
り
に
努
め
て
き
た
」
と
教
員

時
代
を
振
り
返
り
、
教
え
子
た
ち
の

各
方
面
で
の
活
躍
を
喜
ば
れ
て
い
ま

し
た
。

３月31日（木）宮下村長らに報告

　

村
を
想
う
気
持
ち
に
感
謝
し
、
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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条
　
例

　
３
月
中
川
村
議
会
定
例
会
が
３
月
１
日（
火
）か
ら
３
月
18
日（
金
）ま
で
の

14
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
今
回
の
議
会
で
は
、
条
例
や
令
和
３
年

度
補
正
予
算
な
ど
31
件
の
議
案
が
提
出
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。
主
な
議
案
を
紹
介
し
ま
す
。

予
　
算

３
月
中
川
村
議
会
定
例
会

令
和
３
年
度
一
般
会
計

�

補
正
予
算
第
９
号
・
10
号

　

３
月
議
会
で
審
議
さ
れ
承
認
を

受
け
た
両
補
正
に
よ
り
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
の
総
額
を
45
億
３
，

２
９
０
万
円
と
し
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
歳
入
》

▽
第
６
波
対
応
事
業
者
支
援
交
付
金

�
３
８
０
万
円

▽
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
接
種
対
策

費
国
庫
負
担
金�

５
３
５
万
円

▽
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
接
種
体
制

確
保
事
業
費
国
庫
補
助
金　
　
　

�

１
０
１
万
円

《
歳
出
》

▽
緊
急
飲
食
店
等
事
業
者
支
援
交
付
金

�

６
５
０
万
円

▽
ふ
れ
あ
い
観
光
施
設
体
制
持
続
化

支
援
金�

１
，１
０
０
万
円

▽
特
別
運
転
資
金
利
子
補
給
基
積
立
金

�

１
，０
０
０
万
円

▽
特
別
運
転
資
金
利
子
補
給
金　
　

�

３
４
１
万
円

▽
除
雪
重
機
等
借
上
料�

３
０
０
万
円

▽
ア
ル
コ
ー
ル
検
知
器�

50
万
円

▽
古
文
書
資
料
購
入�

45
万
円

▽
子
育
て
応
援
特
別
定
額
給
付
金　

�

40
万
円

地
域
づ
く
り
の
た
め
の
補
助
制
度
を
紹
介
し
ま
す

地
域
づ
く
り

支
援
事
業
補
助
金

　

住
民
主
体
に
よ
る
地
域
づ
く
り
活

動
の
経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

▼
対
象
事
業

　

次
の
⑴
か
ら
⑻
に
係
る
事
業

⑴
自
然
環
境
の
保
全
お
よ
び
育
成

⑵
生
活
お
よ
び
文
化
の
振
興

⑶
産
業
の
振
興

⑷
交
流
お
よ
び
観
光
の
振
興

⑸
教
育
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

⑹
地
域
の
振
興

⑺
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

⑻
そ
の
他
村
長
が
認
め
る
事
業

※
営
利
目
的
お
よ
び
施
設
整
備
に
該

当
す
る
事
業
は
対
象
外

▼
対
象
者

　

住
民
自
治
組
織
ま
た
は
そ
の
ほ
か

の
団
体
で
あ
っ
て
村
長
が
適
当
と
認

め
る
者

▼
対
象
経
費
お
よ
び
補
助
率

　

別
表
の
と
お
り

▼
補
助
金
の
交
付
回
数

　

同
一
年
度
に
１
回（
通
算
３
回
ま
で
）

▼
申
請
方
法

　

地
域
政
策
課
む
ら
づ
く
り
係
へ
相

談
の
う
え
、
事
業
実
施
前
に
申
請
を

お
願
い
し
ま
す
。

（
申
請
様
式
は
下
の
二

次
元
コ
ー
ド
を
参
照
）

　

地
域
住
民
が
村
の
美
し
い
景
観
を

保
全
し
育
成
す
る
た
め
に
実
施
す
る

事
業
の
経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

▼
対
象
事
業
な
ど

美
し
い
村
づ
く
り

事
業
補
助
金

地域づくり支援事業補助金　対象経費および補助率
補助対象経費 補助率

（上限10万円）項　目 内　　容

報償費
⑴外部からの講師や出演者への謝礼

10分の10以内
⑵専門的技能を有する者への謝礼

旅　費
10分の10以内
※団体の構成員に係る
　ものは２分の１以内
　10分の10以内

需用費

⑴消耗品費

10分の10以内
⑵燃料費
⑶光熱水費
⑷印刷製本費

役務費

⑴通信運搬費

10分の10以内
⑵広告料
⑶損害保険料
⑷クリーニング代

使用料
および
賃借料

⑴施設使用料

10分の10以内

⑵車両および機材の借上料
※団体の構成員およびその家族が所有
　する車両および機材の借上料を除く
⑶高速道路使用料
⑷駐車場使用料

原材料費 団体の構成員およびその家族か
ら購入するものを除く 10分の10以内

その他の
経費 村長が必要と認める経費 10分の10以内

事　業 内　容 対象経費 補助率など

景観育成
事業

地区、住民団体また
は事業所などが、景
観の育成を図るた
めに実施する事業

原材料費その他
事業に要する費
用で、村長が認
めるもの

10分の10以内
（上限５万円）
※原則１回限り

看板類撤去
更新事業

看板類の設置者が、
景観に配慮して看
板類の撤去または
更新を行う事業

看板類を撤去ま
たは更新する費
用で、村長が認
めるもの

2分の1以内
（上限５万円）

※１回限り

美しい村づくり事業補助金▼
申
請
方
法

　

地
域
政
策
課
む
ら
づ
く
り
係
へ
相

談
の
う
え
、
事
業
実
施
前
に
申
請
を

お
願
い
し
ま
す
。（
申
請

様
式
は
下
の
二
次
元
コ
ー

ド
を
参
照
）

地
域
政
策
課
む
ら
づ
く
り
係
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中
川
村
行
政
手
続
な
ど
に
係
る
押

印
見
直
し
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備

に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

行
政
手
続
き
の
簡
素
化
を
推
進
す

る
た
め
、
押
印
義
務
の
見
直
し
を
す

る
た
め
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　　

中
川
村
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬

お
よ
び
費
用
弁
償
な
ど
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

　

村
議
会
議
員
の
報
酬
を
引
き
上
げ

る
た
め
、
報
酬
月
額
が
一
部
改
正
さ

れ
ま
し
た
。

　

中
川
村
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の

者
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

村
長
の
給
料
を
減
額
す
る
た
め
、

条
例
が
一
部
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
川
村
消
防
団
員
の
定
員
お
よ
び

任
用
な
ど
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

消
防
団
員
の
処
遇
改
善
と
権
利
、

服
務
な
ど
を
補
足
す
る
た
め
、
条
例

が
一
部
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
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令
和
4
年
度
の
住
民
税

〔
個
人
住
民
税
と
は
？
〕

　

県
に
納
め
る
「
個
人
県
民
税
」
と

村
に
納
め
る
「
個
人
村
民
税
」
を
合

わ
せ
て
「
個
人
住
民
税
」
と
い
い
、

令
和
４
年
１
月
１
日
現
在
で
中
川
村

に
住
所
が
あ
る
人
に
課
税
さ
れ
ま

す
。

　

課
税
は
、
税
金
の
負
担
能
力
の
あ

る
人
が
均
等
の
額
に
よ
っ
て
負
担
す

る
「
均
等
割
」
と
所
得
金
額
に
応
じ

て
負
担
す
る
「
所
得
割
」
に
よ
り
課

税
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
次
の
よ
う

な
場
合
「
個
人
住
民
税
」
は
課
税
さ

れ
ま
せ
ん
。

●
所
得
割
も
均
等
割
も
か
か
ら
な
い

人
・
前
年
中
に
所
得
が
な
か
っ
た
人

・
１
月
１
日
現
在
、
生
活
保
護
法
に

よ
っ
て
生
活
扶
助
を
受
け
て
い
る

人
・
１
月
１
日
現
在
、
障
が
い
者
、
未

成
年
者
、
寡
婦
ま
た
は
ひ
と
り

親
で
、前
年
中
の
所
得
金
額
が

１
３
５
万
円
以
下
の
人

●
均
等
割
が
か
か
ら
な
い
人

・
前
年
中
の
合
計
所
得
金
額
が
38
万

円
以
下
の
人

・
扶
養
家
族
が
あ
り
、
前
年
中
の
合

計
所
得
金
額
が
次
の
式
で
求
め
た

額
以
下
の
人

　

28
万
円
×
（
１
＋
扶
養
家
族
数
）

＋
16
・
８
万
円
＋
10
万
円

●
所
得
割
が
か
か
ら
な
い
人

・
前
年
中
の
合
計
所
得
金
額
が
45
万

円
以
下
の
人

・
扶
養
家
族
が
あ
り
、
前
年
中
の
合

計
所
得
金
額
が
次
の
式
で
求
め
た

額
以
下
の
人

　

35
万
円
×
（
１
+
扶
養
家
族
数
）

＋
32
万
円
＋
10
万
円

《
均
等
割
額
》

　
村
民
税
均
等
割
３
，５
０
０
円
、

県
民
税
均
等
割
２
，０
０
０
円

（
森
林
づ
く
り
県
民
税
５
０
０
円
含

む
）

《
所
得
割
額
》

　

令
和
３
年
中
の
収
入
金
額
か
ら
必

要
経
費
を
引
い
た
所
得
金
額
に
対
し

て
課
税
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
税
率　
10
％
（
村
民
税
６
％
、
県

民
税
４
％
）

　

〔
年
の
途
中
で
引
越
し
た

 

場
合
は
？
〕

Q　
私
は
、
今
年
４
月
１
日
に
中

川
村
に
越
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
場

合
、
令
和
４
年
度
の
住
民
税
は
ど
こ

に
納
め
る
の
で
す
か
？

A 　
個
人
住
民
税
の
賦
課
期
日（
課

税
す
る
市
町
村
・
納
税
義
務
者
お
よ

び
税
額
な
ど
を
決
め
る
日
）
は
、
毎

年
１
月
１
日
で
す
。
こ
の
日
に
住
所

の
あ
る
市
町
村
に
納
め
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
の
で
、
令
和
４
年
度
分

の
住
民
税
は
中
川
村
へ
引
っ
越
す
前

の
市
町
村
に
納
め
て
い
た
だ
き
ま

す
。
ま
た
、
逆
に
中
川
村
か
ら
ほ
か

の
市
町
村
に
引
っ
越
し
た
場
合
は
中

川
村
に
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〔
亡
く
な
っ
た
方
の

 

住
民
税
は
？
〕

Q　
私
の
父
は
今
年
１
月
に
亡
く

な
り
ま
し
た
が
、
令
和
４
年
度
の
住

民
税
は
納
め
る
の
で
し
ょ
う
か
？

A 　
住
民
税
は
、
１
月
１
日
現
在

で
住
所
の
あ
る
人
に
課
税
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
令
和
４

年
度
ま
で
課
税
さ
れ
ま
す
。
令
和
４

年
に
な
っ
て
亡
く
な
ら
れ
た
方
に

は
、
相
続
人
の
方
な
ど
に
納
税
管
理

人
に
な
っ
て
い
た
だ
き
納
め
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

〔
公
的
年
金
か
ら
の

 

特
別
徴
収
制
度
と
は
？
〕

Q　
私
は
昨
年
65
歳
に
な
り
公
的

年
金
の
支
給
を
受
け
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
住
民
税
も
年
金
よ
り
天
引

き
さ
れ
る
と
聞
き
ま
し
た
が
？

A 　
高
齢
者
で
あ
る
公
的
年
金
受

給
者
の
納
税
の
便
宜
を
図
る
と
と
も

に
、
徴
収
の
効
率
化
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
平
成
21
年
10
月
か
ら

年
金
か
ら
天
引
き
す
る
特
別
徴
収
制

度
が
始
ま
り
ま
し
た
。

●
対
象
と
な
る
人

　

前
年
中
に
公
的
年
金
の
支
払
を
受

け
た
人
で
、
特
別
徴
収
す
る
年
度
の

初
日（
４
月
１
日
）に
お
い
て
老
齢
基

礎
年
金
な
ど
の
支
払
を
受
け
て
い
る

65
歳
以
上
の
人
。

　

た
だ
し
、
次
の
場
合
に
は
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
。

・
老
齢
基
礎
年
金
な
ど
の
給
付
額
の

年
額
が
18
万
円
未
満
で
あ
る
場

合
。

・
当
該
年
度
の
特
別
徴
収
額
が
老
齢

基
礎
年
金
な
ど
の
給
付
額
の
年
額

を
超
え
る
場
合
。

●
対
象
と
な
る
税
額

　

年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
る
の
は
、

年
金
所
得
の
金
額
か
ら
計
算
し
た
住

民
税
の
み
で
す
。
給
与
所
得
や
事
業

所
得
な
ど
の
金
額
か
ら
計
算
し
た
住

民
税
は
、
給
与
か
ら
の
天
引
き
、
ま

た
は
納
付
書
で
納
め
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

〔
住
民
税
申
告
を
忘
れ
て

 

い
ま
せ
ん
か
？
〕

　

村
内
に
住
所
が
あ
る
人
は
、
原
則

と
し
て
住
民
税
申
告
書
を
提
出
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
所

得
税
確
定
申
告
を
さ
れ
た
方
や
、
給

与
が
１
か
所
の
み
で
年
末
調
整
済
の

方
は
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

住
民
税
申
告
は
、
村
県
民
税
、
国

民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険
料
な
ど

の
算
定
に
必
要
な
大
切
な
申
告
で

す
。
申
告
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、

申
告
を
速
や
か
に
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

住
民
税
務
課
税
務
係

内
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く
ら
し
と
税
金
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小
・
中
学
校

転
任
・
退
任　
（�

）
内
は
新
任
校

〇
東
小
学
校

　

小
島　

諭　

校
長　
　
　
（
退
職
）

　

平
沢　

三
奈　
　
　
　
（
中
沢
小
）

　

宇
佐
見
和
也　
　
　
（
飯
田
西
中
）

　

武
居　

美
紗　
　
　
　
（
八
坂
中
）

　

唐
澤　

美
和　
　
　
（
伊
那
東
小
）

　

福
澤　

絵
里　
　
　
（
中
川
西
小
）

〇
西
小
学
校

　

岩
原　

秀
志　

教
頭

�

（
南
木
曽
小　

教
頭
）

　

馬
場　

司　
　
　
　
（
南
箕
輪
小
）

　

北
川　

裕
之　
　
　
（
伊
那
東
小
）

　

臼
田　

夏
紀　
　
　
（
高
森
南
小
）

　

唐
木　

実
緒　
　
　
　
（
新
山
小
）

　

中
原
八
重
子　
　
　
（
中
川
東
小
）

〇
中
学
校

　

石
井　

克
之　

校
長

　
（
南
信
教
育
事
務
所

�

主
幹
指
導
主
事
）

　

平
澤　

篤
紀�

（
下
條
中　

教
頭
）

　

根
石　

準
也　
　
　
　
（
高
森
中
）

　

横
澤　

香
純　
　
　
　
（
上
松
中
）

　

神
田
由
美
子　
　
　
　
（
大
鹿
中
）

　

西
澤　

理
恵　
　
　
（
中
川
西
小
）

　

宮
下　

暢
央　
　
　
　
　
（
退
職
）

着
　
任�　
　
　
（�

）
内
は
前
任
校

〇
東
小
学
校

　

清
水　

秀
朗　

校
長

　
（
南
信
教
育
事
務
所

�

学
校
支
援
主
任
）

　

塩
澤　

哲
平　
　
　
（
伊
賀
良
小
）

　

清
水　

菫　
　
　
　
（
上
田
西
小
）

　

濱　
　

萌
乃　
　
　
（
東
伊
那
小
）

　

大
野　

裕
起　
　
　
（
上
久
堅
小
）

　

中
原
八
重
子　
　
　
（
中
川
西
小
）

〇
西
小
学
校

　

北
原　

祐
子　

教
頭

�

（
龍
江
小
）

　

田
畑　

正
和　
　
　
（
東
春
近
小
）

　

矢
ヶ
崎
さ
く
ら　
　
　
　
（
新
任
）

　

西
澤　

理
恵　
　
　
　
（
中
川
中
）

　

小
川　

清
美　
　
　
　
　
（
新
任
）

�

（
東
小
兼
務
）

　

福
澤　

絵
里　
　
　
（
中
川
東
小
）

役
場
関
係

係
長
級

総
務
課
総
務
係
長

　

松
崎　

俊
貴　
（
耕
地
林
務
係
長
）

総
務
課
危
機
管
理
係
長

　

吉
川　

裕
之　
　
　
（
建
設
係
長
）

地
域
政
策
課
む
ら
づ
く
り
係
長

　

鈴
木　

崇
哉　
（
商
工
観
光
係
長
）

住
民
税
務
課
税
務
係
長

　

川
上　

貴
史　
　
　
　
（
税
務
係
）

保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係
長

　

湯
澤
理
知
子　
　
　
（
税
務
係
長
）

産
業
振
興
課
耕
地
林
務
係
長

　

片
桐　

開　
　
　
　
　
（
農
政
係
）

産
業
振
興
課
商
工
交
流
係
長

　

小
林　

和
弥

�

（
交
流
セ
ン
タ
ー
係
長
）

産
業
振
興
課
商
工
交
流
係

�

商
工
担
当
係
長

　

鈴
木
千
夏
子　
　
　
　
（
財
政
係
）

建
設
環
境
課
建
設
係
長

　

川
㟢　

宏
樹　
（
水
道
担
当
係
長
）

建
設
環
境
課
リ
ニ
ア
対
策
室
係
長

　

村
田　

佳
洋　
（
関
連
事
業
係
長
）

建
設
環
境
課
環
境
水
道
係
長

　

小
池　

久
志　
（
危
機
管
理
係
長
）

建
設
環
境
課
環
境
水
道
係

�

水
道
担
当
係
長

　

長
尾　

友
太　
　
（
環
境
水
道
室
）

係
員

地
域
政
策
課
む
ら
づ
く
り
係

　

髙
橋　

明
徳　
　
　
　
（
総
務
係
）

住
民
税
務
課
税
務
係

　

小
林　

愛
子　
　
　
（
住
民
係
長
）

村
内
公
共
機
関
の
人
事
（
敬
称
略
）

 
令
和
4
年
度（
２
０
２
2
年
度
）新
体
制
ス
タ
ー
ト

課
長
級　
　
　

�　
（�

）
内
は
前
職

総
務
課
長
兼
会
計
管
理
者

　

松
村　

恵
介　
（
地
域
政
策
課
長
）

地
域
政
策
課
長

　

眞
島　

俊　
　
（
保
健
福
祉
課
長
）

住
民
税
務
課
長
兼
住
民
係
長

　

小
林　

郁
子　
　
　
（
総
務
係
長
）

保
健
福
祉
課
長

　

水
野　

恭
子（
む
ら
づ
く
り
係
長
）

建
設
環
境
課
長

　

松
澤　

広
志

�

（
建
設
環
境
課
環
境
水
道
室
長
）

教
育
次
長

　

上
山　

公
丘　
（
社
会
福
祉
係
長
）

議
会
事
務
局
長

　

桃
澤　

清
隆　
　
　
（
教
育
次
長
）

〇
中
学
校

　

牛
山　

博
行　

校
長

�

（
高
遠
高　

教
頭
）

　

小
口　

亮　
　
　
（
上
田
第
一
中
）

　

寺
平　

有
希　
　
　
　
（
松
代
中
）

　

羽
生　

純
玲　
　
　
　
（
豊
丘
中
）

　

小
林　

大
夢　
　
　
　
（
泰
阜
小
）

　

松
浦　

三
枝　
　
　
　
（
松
川
中
）

　

小
澤　

恒
輝　
　
　
　
　
（
新
任
）

産
業
振
興
課
商
工
交
流
係

　

宮
下　

な
を
ゑ　
（
保
健
医
療
係
）

産
業
振
興
課
商
工
交
流
係

　

下
平　

和
真　
　
（
商
工
観
光
係
）

産
業
振
興
課
農
政
係

　

浦
上　

一
也　
　
（
社
会
教
育
係
）

建
設
環
境
課
環
境
水
道
係

　

中
嶋　

隆
晴　
　
（
環
境
水
道
室
）

建
設
環
境
課
環
境
水
道
係

　

鈴
木　

颯
人　
　
（
環
境
水
道
室
）

建
設
環
境
課
リ
ニ
ア
対
策
室

　

中
塚　

颯
汰�

（
環
境
水
道
室
）

会
計
室

　

西
尾　

怜
子　
　
　
　
（
住
民
係
）

教
育
委
員
会
社
会
教
育
係

　

平
田　

優
哉　
　
　
　
（
会
計
室
）

み
な
か
た
保
育
園

　

饗
庭　

か
ほ
り　
（
片
桐
保
育
園
）

再
任
用　
　
　
　

建
設
環
境
課
リ
ニ
ア
対
策
室
長

　

小
林　

好
彦　
（
建
設
環
境
課
長
）

新
規
採
用　
　
　
　

地
域
政
策
課
財
政
係

　

森　

亮
太

住
民
税
務
課
住
民
係

　

横
田　

桂
歩

建
設
環
境
課
環
境
水
道
係

　

川
上　

優
稀

教
育
委
員
会
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　

雨
澤　

祐
拓
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合
併
処
理
浄
化
槽
の

適
正
な
維
持
管
理
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
合
併
処
理
浄
化
槽
は
、
保
守
点
検
や
清
掃
の
ほ
か
、
浄
化
槽
法
に
よ
り
年
１
回
の
法
定
検
査
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
浄
化
槽
の
機
能
が
低
下
す
る
と
、
十
分
な
処
理
が
で
き
ず
、
放
流
水
の
水
質
が
悪
化
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま

す
の
で
、
適
正
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

浄
化
槽
の
法
定
検
査
を

受
け
ま
し
ょ
う

　

法
定
検
査
と
は
、
浄
化
槽
法
に
基

づ
き
行
わ
れ
る
検
査
で
、「
浄
化
槽

が
正
し
く
設
置
さ
れ
て
い
る
か
」、

「
浄
化
槽
が
正
常
に
機
能
し
て
い
る

か
」、「
保
守
点
検
や
清
掃
が
適
正
に

行
わ
れ
て
い
る
か
」
と
い
っ
た
こ
と

を
確
認
す
る
も
の
で
す
。

　

検
査
は
、
知
事
指
定
検
査
機
関
で

あ
る（
公
財
）長
野
県
浄
化
槽
協
会
が

行
い
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
実
施
日
の

連
絡
が
あ
り
ま
す
の
で
、
受
検
を
し

ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
検
査
結
果
が
「
改
善
が
必

要
」
と
さ
れ
た
場
合
に
は
、
保
守
点

検
業
者
へ
相
談
し
、
速
や
か
に
対
策

を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

合
併
処
理
浄
化
槽
の
修
繕

な
ど
に
対
し
て
、
新
た
に

補
助
金
が
出
ま
す

　

村
で
は
、
４
月
１
日
以
降
に
修
繕

を
行
っ
た
送
風
機（
ブ
ロ
ワ
）お
よ
び

浄
化
槽
本
体
の
修
繕
に
対
し
て
新
た

に
補
助
を
行
い
ま
す
。

　

補
助
の
要
件
な
ど
は
次
の
と
お
り

で
す
の
で
、
該
当
す
る
場
合
は
忘
れ

ず
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
浄
化
槽
の
新
規
設
置
お
よ

び
更
新
に
対
す
る
補
助
も
こ
れ
ま
で

ど
お
り
行
い
ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
も

該
当
す
る
場
合
は
忘
れ
ず
に
申
請
し

ま
し
ょ
う
。

○
補
助
対
象
者

　

個
別
処
理
区
域
内
に
設
置
さ
れ
た

合
併
処
理
浄
化
槽
で
、
浄
化
槽
法
に

基
づ
く
法
定
検
査
の
受
検
な
ど
、
適

正
な
管
理
を
行
っ
て
い
る
方
。

○
補
助
の
対
象
と
な
る
修
繕
内
容

・
送
風
機（
ブ
ロ
ワ
）の
取
替
ま
た
は

修
繕

・
浄
化
槽
本
体（
配
管
は
対
象
外
）の

修
繕

※
修
繕
費
が
５
，０
０
０
円
未
満
の

場
合
は
補
助
対
象
外
と
な
る
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
補
助
率

・
送
風
機（
ブ
ロ
ワ
）

　

２
分
の
１
以
内
で
、
上
限
２
万
円

・
浄
化
槽
本
体

　

３
分
の
２
以
内
で
、
上
限
15
万
円

　

そ
の
ほ
か
、
詳
細
は
村
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

今
後
も
、
浄
化
槽
の
適
正
な
維
持

管
理
に
つ
い
て
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

建
設
環
境
課
環
境
水
道
係

内
線
63

着
　
任�　
　
　
（�

）
内
は
前
任
地

〇
中
川
村
駐
在
所

　

大
塚　

慧　

所
長

�

（
長
野
県
警
本
部
）

駐
在
所

令
和
４
年
度

中
川
村
消
防
団
幹
部

本
部

　

団　
　

長�

片
桐　

卓
広

　

副
団
長�

山
口　

薫　

　

本
部
長�

吉
川　

裕
之

　

ラ
ッ
パ
長�

松
村　

尚
樹

　

救
護
長�

村
田　

哲
也

第
一
分
団

　

分
団
長�

木
下　

結
月

　

副
分
団
長�

片
桐　

秀　

第
二
分
団

　

分
団
長�

大
木
島　

剛

　

副
分
団
長�

上
久
保　

亮

転
　
任�　
　
　
（�

）
内
は
新
任
地

〇
大
草
駐
在
所

　

小
林　

厚
司　
　
（
飯
田
警
察
署
）

〇
片
桐
駐
在
所

　

三
石　

真
己　
　
（
飯
田
警
察
署
）

退
職
者　
　
　
　

　

中
平　

仁
司　
　
　
（
総
務
課
長
）

　

半
㟢　

節
子

�

（
住
民
税
務
課
長
兼
会
計
管
理
者
）

　

小
林　

好
彦　
（
建
設
環
境
課
長
）

　

井
原　

伸
子　
（
議
会
事
務
局
長
）

　

富
永
由
三
子　
　
（
教
育
委
員
会
）

　

平
井　

幸　
（
み
な
か
た
保
育
園
）

　

仲
平　

司　
　
（
駒
ヶ
根
警
察
署
）
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平
成
30
年
７
月
以
降
の
風
し
ん
の

発
生
状
況
を
踏
ま
え
、
こ
れ
ま
で
風

し
ん
に
関
わ
る
公
的
接
種
を
受
け
る

機
会
の
な
か
っ
た
40
代
・
50
代
の
男

性
を
対
象
に
風
し
ん
の
抗
体
検
査
と

予
防
接
種
が
平
成
31
年
４
月
か
ら
実

施
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
抗
体
検
査
未
実
施
者
が

ま
だ
多
い
た
め
、
当
初
３
年
間
の
予

定
が
延
長
さ
れ
、
令
和
７
年
３
月
31

日
ま
で
と
な
り
ま
し
た
。

①
対
象
の
方

　

昭
和
37
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
54

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
男
性

※
ま
だ
抗
体
検
査
を
受
け
て
い
な
い

方
に
は
、
４
月
中
に
無
料
ク
ー
ポ

ン
券
を
郵
送
し
ま
す
。

②
抗
体
検
査
・
予
防
接
種
無
料

　
有
効
期
間

　

令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で

③
抗
体
検
査
実
施
場
所

　

指
定
医
療
機
関
・
職
場
健
診
・
特

定
健
診

④
予
防
接
種
実
施
場
所

　

指
定
医
療
機
関

※
医
療
機
関
で
受
診
さ
れ
る
場
合

は
、
必
ず
電
話
予
約
を
し
て
か
ら

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

特
定
健
診
・
職
場
健
診
の
ご
利
用

が
可
能
で
す
。

早
め
の
検
査
・
接
種
を

　
　
　
　
　
お
願
い
し
ま
す

　

風
し
ん
は
一
般
的
に
経
過
良
好
で

あ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
平

成
30
年
の
風
し
ん
の
流
行
で
は
、
血

小
板
減
少
性
紫
斑
病
や
脳
炎
が
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
妊
娠
初
期
に
感
染
す
る

と
、
胎
児
に
先
天
性
風
し
ん
症
候
群

（
難
聴
・
先
天
性
心
疾
患
・
網
膜
症

な
ど
）
が
高
い
確
率
で
発
生
す
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
流
行

時
に
は
全
国
で
５
人
が
先
天
性
風
し

ん
症
候
群
と
診
断
さ
れ
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
だ
、
抗
体
検
査
を
受
け
て
い

な
い
方
は
、
ク
ー
ポ
ン
を
ご
確
認
の

う
え
、
抗
体
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。
十
分
な
抗
体
が
な
い
場
合
は
定

期
接
種
の
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、

風
し
ん
の
予
防
接
種
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。

　

感
染
を
拡
大
さ
せ
な
い
た
め
に

も
、
早
め
の
抗
体
検
査
、
予
防
接
種

を
お
願
い
し
ま
す
。

保
健
セ
ン
タ
ー

TEL 

88
―
３
０
０
２

風
し
ん
抗
体
検
査
お
よ
び

風
し
ん
定
期
予
防
接
種（
無
料
）が

３
年
間
延
長
さ
れ
ま
し
た
　

平
成
25
年
６
月
14
日
か
ら
、
厚
生

労
働
省
の
勧
告
に
基
づ
き
子
宮
頸
が

ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
積
極
的
勧
奨
を

差
し
控
え
て
い
ま
し
た
が
、
令
和
４

年
度
か
ら
積
極
的
勧
奨
が
再
開
さ
れ

る
た
め
、
対
象
者
に
は
予
診
票
を
同

封
し
て
個
別
通
知
を
発
送
し
ま
す
。

①
実
施
期
間
と
対
象
者

　

小
学
校
６
年
生
か
ら
高
校
１
年
生

相
当
の
女
子
（
高
校
１
年
生
の
年
度

末
ま
で
）

②
標
準
的
な
接
種
期
間

　

中
学
校
１
年
生
か
ら
高
校
１
年
生

相
当（
高
校
１
年
生
の
年
度
末
ま
で
）

③
接
種
回
数

　

３
回
（
接
種
間
隔
は
ワ
ク
チ
ン
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
）

※
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

の
説
明
書
を
同
封
し
ま
す
の
で
、

よ
く
読
ん
で
い
た
だ
き
、
ご
理
解

の
う
え
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

※
積
極
的
勧
奨
を
差
し
控
え
て
い
た

間
に
定
期
接
種
の
機
会
を
逃
が
し

て
し
ま
っ
た
世
代
（
平
成
９
年
４

月
２
日
生
か
ら
平
成
18
年
４
月
１

日
生
）
に
対
し
て
行
う
「
キ
ャ
ッ

チ
ア
ッ
プ
接
種
」
に
つ
い
て
は
、

準
備
が
整
い
次
第
ご
案
内
し
ま
す
。

保
健
セ
ン
タ
ー

TEL 

88
―
３
０
０
２

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種

積
極
的
勧
奨
が再開

さ
れ
ま
す

　
私
た
ち
が
暮
ら
す
中
川
村
は
、
四
季
折
々
の
美
し
い
農
村
風
景
や
人
々
の

営
み
が
息
づ
く
生
活
文
化
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
魅
力
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　
村
で
は
平
成
30
年
に
、
地
区
住
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
推
薦
に
よ
り
、
村

の
魅
力
を
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
ス
ポ
ッ
ト
を
“
美
し
い
村
な
か
が
わ
36

景
”
と
し
て
選
定
し
ま
し
た
。

　
中
に
は
、
身
近
に
あ
る
た
め
気
付
か
な
か
っ
た
隠
れ
た
名
所
も
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
み
な
さ
ん
も
訪
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

中
川
村
の
魅
力
再
発
見
！

美
し
い
村
な
か
が
わ
36
景
探
訪
記

美
し
い
村
な
か
が
わ
36
景
探
訪
記
35

GS伊那田島駅

西原
ぶどう園
●

中川西小学校前

中川片桐

中川田島

　

今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
、
中
通
地

区
の
栢
森
神
社
で
す
。

　

果
樹
園
が
広
が
る
田
園
地
帯
の
中

に
、
木
々
に
囲
ま
れ
た
神
社
が
鎮
座

す
る
の
ど
か
な
風
景
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

毎
年
春
秋
に
は
神
事
が
行
わ
れ
、

秋
の
例
祭
で
は
笛
太
鼓
の
調
べ
に
の
っ

た
獅
子
頭
の
舞
と
、
そ
れ
に
掛
け
合

う
よ
う
に
行
わ
れ
る
お
か
め
踊
り
や

き
つ
ね
踊
り
が
奉
納
さ
れ
ま
す
。

　

村
内
で
は
神
社
の
祭
り
に
獅
子
舞

が
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
栢
森
神

社
で
使
わ
れ
て
い
る
獅
子
頭
は
、
明

治
初
期
に
作
ら
れ
た
雌め

獅じ

子し

と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

地
域
政
策
課
む
ら
づ
く
り
係

内
線
24

ム
ラ
の
神
社
と
祭
り

Point 栢か
や
も
り森
神
社（
中
通
）
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中川村農業委員会事務局
TEL88－3001 内線34

中川村

だより

令和4年4月号

農 業 委 員 会

松村栄一さん（中田島地区）
農業功績者表彰受賞
　中田島地区の松村栄一さんが
令和３年度上伊那農業委員会農
業功績者表彰を受賞しました。
　松村さんは西原を中心に約
160アールを経営するりんご・
柿の専業農家です。農家民泊や
学生の農業体験の受け入れな
ど、都市と農村の交流にも積極
的に取り組まれています。

 

会
長
あ
い
さ
つ

　

令
和
３
年
９
月
か
ら
新
た
な
体
制
に
て
第
22
期
農
業
委
員

会
の
業
務
が
ス
タ
ー
ト
し
、
早
半
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

　

収
束
の
見
え
な
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
は
、
当

村
の
社
会
経
済
活
動
は
も
と
よ
り
、
農
業
委
員
会
の
業
務
に

も
大
き
な
ブ
レ
ー
キ
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
基
本
業
務
で
あ

る
農
地
の
権
利
移
動
、農
地
転
用
、担
い
手
へ
の
農
地
集
積
、

遊
休
農
地
発
生
防
止
な
ど
の
現
場
実
態
に
沿
っ
た
業
務
は
み

な
さ
ん
の
協
力
の
も
と
進
め
て
い
る
状
況
で
す
。

　

地
域
の
農
地
利
用
の
将
来
像
を
描
く「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」

は
、
今
国
会
へ
の
法
案
提
出
に
よ
り
法
定
化
さ
れ
、
農
地
一

筆
ご
と
に
み
な
さ
ん
の
意
見
を
聞
き
、
地
域
ご
と
に
将
来
目

標
地
図
や
利
用
計
画
を
作
成
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

地
域
別
座
談
会
も
新
型
コ
ロ
ナ
ま
ん
延
の
状
況
に
よ
り
途
中

で
止
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
再
開
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
際

は
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
か
ら
国
は
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
を
掲
げ
、

実
行
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
中
の
有
機
農

業
は
将
来
を
見
据
え
た
環
境
負
荷
低
減
を
目
指
し
た
も
の
で

す
が
、
全
国
的
に
は
す
で
に
民
間
レ
ベ
ル
で
進
ん
で
い
る
農

法
で
す
。
当
村
で
も
野
菜
類
を
中
心
と
し
て
若
い
農
業
者
の

み
な
さ
ん
が
実
施
し
逐
次
成
果
が
出
始
め
て
い
る
こ
と
は
、

非
常
に
素
晴
ら
し
く
、
多
く
の
み
な
さ
ん
に
も
関
心
を
持
っ

て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
当
農
業
委
員
会
も
常
に
問

題
意
識
を
持
ち
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く
所
存
で
す
。
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

中
川
村
農
業
委
員
会

会
長��

米
山�

清
比
古
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活
動
紹
介

人
・
農
地
プ
ラ
ン
座
談
会

　

各
地
域
に
お
け
る
将
来
の
農
地
維

持
の
方
針
や
担
い
手
農
業
者
に
つ
い

て
明
確
化
し
た
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」

策
定
の
た
め
の
座
談
会
が
、
令
和
３

年
12
月
か
ら
令
和
４
年
１
月
に
か
け

て
、
片
桐
地
区
を
中
心
と
し
た
４
つ

の
地
域
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

座
談
会
は
、
地
区
総
代
や
営
農
組

合
長
、
認
定
農
業
者
な
ど
に
集
ま
っ

て
い
た
だ
き
、
地
域
農
業
の
課
題
や

そ
の
解
決
に
向
け
た
意
見
を
出
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
南
向
地
区
に
つ

い
て
は
令
和
４
年
度
に
行
う
計
画
で

す
。

12月22日開催の座談会
（牧ヶ原・小和田・竹ノ上地区）

視察の様子

農地の無断転用は
農地法違反です！

これらは違反転用です

　農地を農地以外（住宅・駐車場・農
業用倉庫など）にする場合は、所有
している農地であっても転用の手
続きが必要です。
　許可を得ないまま着手した場合
は、工事の中止はもちろん、農地へ
の原状回復命令を受ける場合もあ
りますのでご注意ください。

詳しくは、お近くの農業委員・推進委員、または農業委員会事務局へお問い合わせください

農地を駐車場にした 農地を資材置き場にした

農地を資材置き場にした
※２アール未満の農地を農業用施設用地
　として使用する場合は許可不要ですが、
　届出が必要です。

表彰を受ける松村さん

上
伊
那
農
業
委
員
会
協
議
会

 

農
業
功
績
者
表
彰

　

上
伊
那
郡
内
の
農
業
委
員
・
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
で
組
織
す
る

上
伊
那
農
業
委
員
会
協
議
会
で
は
、

優
れ
た
農
業
功
績
の
あ
る
農
業
者
を

表
彰
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
は
当
村
か
ら
中
田
島

地
区
の
松
村
栄
一
さ
ん（
67
）が
受
章

し
、
２
月
22
日
の
農
業
委
員
会
に
お

い
て
米
山
農
業
委
員
会
長
か
ら
伝
達

を
受
け
ま
し
た
。
松
村
さ
ん
の
今
後

の
更
な
る
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

新
規
就
農
者
の

　
　
　
　
　
ほ
場
を
視
察

　

新
規
就
農
者
の
現
状
と
就
農
に
お

け
る
課
題
な
ど
の
把
握
の
た
め
、
３

月
22
日
に
新
規
就
農
者
の
ほ
場
を
視

察
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
横
前
地
区
で
有
機
野
菜

を
栽
培
し
て
い
る
中
村
健
志
さ
ん
の

ほ
場
を
訪
れ
、
施
設
の
説
明
を
受
け

た
ほ
か
、
経
営
課
題
な
ど
の
聞
き
取

り
を
行
い
ま
し
た
。
今
後
こ
う
い
っ

た
農
業
者
か
ら
の
意
見
を
農
業
委
員

会
で
議
論
し
、
担
い
手
の
育
成
・
確

保
の
取
組
の
参
考
と
し
て
い
き
ま

す
。
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本との出会い 中川村図書館

だ よ り図書館
●2022年4月／第 141 号●　　中川村片桐4757　　TEL  88−1005

　
５
月
10
日
か
ら
16
日
ま

で
は
「
愛
鳥
週
間
」
で
す
。

　
３
月
に
、
中
川
西
小
学

校
の
４
年
生（
現
５
年
生
）

の
み
な
さ
ん
か
ら
手
作
り

の
「
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
の
図

鑑
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
み
っ
け

た
！
」
を
２
冊
寄
贈
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ

に
あ
わ
せ
て
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ

ウ
関
連
の
本
や
、
伊
那
谷

の
鳥
類
に
関
係
す
る
本
を

集
め
て
展
示
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
、
ご
ら
ん
く
だ

さ
い
。

　
４
月
２
日
は
国
際
こ
ど
も
の
本
の
日
（
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
生
誕
日
）、

23
日
は
こ
ど
も
読
書
の
日
、
23
日
か
ら
５
月
12
日
ま
で
は
子
ど
も
読
書

週
間
で
す
。
図
書
館
で
は
、「
Ｊ
Ｂ
Ｂ
Ｙ
選
お
す
す
め
！
子
ど
も
の
本

２
０
２
１
」
の
リ
ス
ト
か
ら
図
書
館
に
あ
る
本
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ｂ
Ｂ
Ｙ
は
Ｉ
Ｂ
Ｂ
Ｙ（
国
際
児
童
図
書
協
議
会
）の
日
本
支
部
で
す
。

Ｉ
Ｂ
Ｂ
Ｙ
は
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
ド
イ
ツ
で
、
子
ど
も
の
本
に
よ
っ

て
次
の
世
代
の
平
和
を
築
こ
う
と
し
た
イ
ェ
ラ
・
レ
ッ
プ
マ
ン
の
活
動

か
ら
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
活
動
を
描
い
た
絵
本
も
一
緒
に
展
示
し

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

ブッポウソウと中川村の野鳥
愛鳥週間によせて（5/6～16まで展示）

図書館まつり

６
月
25
日（
土
）開
催
予
定
。

詳
細
は
５
月
配
布
の
チ
ラ
シ
で
！期待してください。

３年分、どど～んと払い出し！

４
月
は
、「
こ
ど
も
と
読
書
」の
月
♪

『子どもの本で平和をつくる～イェラ・レップマンの目ざしたこと～』
キャシー・スティンソン＝文　マリー・ラフランス＝絵　小学館

　「ドイツの子どもたちに、新たな出発をさせて
やりたいのです。ほかの国々から、とどいた本
を見ることによって、子どもたちは、おたがいに
つながっていると、感じるでしょう。戦争が、ま
たはじまらないようにするには、それがいちばん
ではないでしょうか。」　イエラ・レップマン

お
は
な
し
会
・
イ
ベ
ン
ト
は
コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
に
よ
り
中
止
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
広
報
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
が
、
不
明
の

場
合
は
、
中
川
村
図
書
館
TEL 

88

－

１
０
０
５
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

本・雑誌の払い出し
予告
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40

中
川
村
の
奇
石
・
名
石
・
珍
石

首
な
し
地
蔵

な
仏
さ
ま
で
、
六
地
蔵
や
境
地
蔵
、

は
て
は
交
通
安
全
の
お
地
蔵
さ
ま
も

い
ら
っ
し
ゃ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の

お
地
蔵
さ
ま
の
中
に
、
首
が
な
か
っ

た
り
、
首
の
部
分
が
接
着
修
復
さ
れ

て
い
た
り
、
首
の
代
わ
り
の
石
が
の

せ
ら
れ
て
い
た
り
す
る
も
の
を
と
き

ど
き
見
か
け
る
。

　

首
は
な
ぜ
な
く
な
っ
た
の
だ
ろ
う

か
？
そ
の
原
因
と
い
わ
れ
る
も
の
は

諸
説
あ
る
。

　

一
つ
め
は
風
化
に
よ
っ
て
構
造
上

弱
い
首
の
部
分
か
ら

か
け
て
落
ち
た
、
と

い
う
も
の
で
、
古
い

お
地
蔵
さ
ま
で
あ
れ

ば
一
番
あ
り
得
る
話

で
あ
る
。

　

二
つ
め
は
廃は

い
ぶ
つ仏

毀き

釈し
ゃ
くに

よ
る
石
仏
の
破

壊
。
仏
教
は
、
そ
の

伝
来
か
ら
明
治
に
い

た
る
ま
で
何
度
も
弾

圧
を
受
け
て
き
た
。

な
か
で
も
江
戸
末
期
か
ら
明
治
に
か

け
て
国
学（
特
に
平
田
学
）の
隆
盛
に

よ
り
仏
教
が
弾
圧
さ
れ
、
寺
が
廃
さ

れ
た
り
仏
具
や
仏
像
が
壊
さ
れ
て
土

に
埋
め
ら
れ
た
と
い
う
。
そ
の
後
、

檀だ
ん
か
し
ゅ
う

家
衆
な
ど
に
よ
っ
て
、
首
が
戻
さ

れ
た
と
い
う
話
も
あ
る
。
伊
那
谷
は

復ふ
っ
こ
し
ん
と
う

古
神
道
を
唱
え
る
平
田
学
が
流

行
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
う

い
っ
た
憂
き
目
に
遭
っ
た
お
地
蔵
さ

ま
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

三
つ
め
は
少
し
特
殊
な
例
だ
が
、

隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
の
人
々
が
子
安
地

蔵
や
観
音
像
に
キ
リ
ス
ト
教
の
印
を

刻
印
し
て
崇
拝
し
て
い
た
こ
と
が
あ

り
、
見
つ
か
れ
ば
破
壊
し
た
上
で
土

に
埋
め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
は
長
崎
の
イ
メ
ー

◎子どもとつながる
� 「お話」の魔法
シルカ・ローズ・ウエスト�他　著

NHK出版
　「語り聞かせ」は強い絆を育み、
親子の間に親密さと信頼を築く、
時代を超えた子育てツール。だれ
でも「語り聞かせ」のエキスパー
トになれる方法を紹介。子どもの
生活の場にあるものを利用した即
興でのお話の作り方を解説する。

新着おすすめ本

◎幸村を討て
今村�翔吾　著
中央公論社

　何年にもわたる真田父子の企
みを読めず翻弄される諸将。
徳川家康、織田有楽斎、伊達政宗、
ついには昌幸の長男信之までも
が叫ぶ。「幸村を討て!」と…。
エンターテインメント巨篇。

◎漆花ひとつ
澤田�瞳子　著

講談社
　これから先、世がどのように
変化するのか、それは誰にもわ
からない。畜生と侮られる武士
が公卿に成り代わる日が来るか
もしれないー。平安末期、滅び
ゆくものと生き続けるものを紡
ぐ全5編を収録。

◎小さい林業で
� 稼ぐコツ２

農文協　編
　樹種ごとの特徴を活かした売
り方・活用法、誰でもできる皮
むき間伐・N式伐倒法、スギ山
を切り開いてできた山菜天国…。
裏山を宝の山に変えるコツを解
説する。

◎花屋さんが
� 言うことには

山本�幸久　著
ポプラ社

　ブラック企業勤務の紀久子
は、酔っぱらった勢いで駅前の
花屋で働くことに。いろんな想
いが詰まったお花を届けている
うちに、紀久子は自分の心にも
う一度向き合いはじめ…。

ジ
が
強
い
が
、
木
曽
で
も
首
の
な
い

マ
リ
ア
地
蔵
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
伊
那
谷
で
も
キ
リ
シ
タ
ン
の

疑
い
を
か
け
ら
れ
た
寺
の
住
職
が
つ

る
し
切
り
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
こ
と

が
あ
っ
て
、
周
辺
の
寺
で
は
疑
わ
れ

そ
う
な
子
安
地
蔵
や
観
音
像
を
地
中

に
埋
め
た
と
い
う
話
も
伝
わ
っ
て
い

る
。

　

最
後
は
昔
話
だ
。
盗
賊
に
襲
わ
れ

た
旅
人
が
助
か
っ
て
、
代
わ
り
に
お

地
蔵
さ
ま
が
切
ら
れ
て
い
た
り
、
首

が
落
ち
て
い
た
と
い
う
「
身
代
わ
り

地
蔵
」
の
話
で
あ
る
。

　

中
川
村
に
も
首
無
し
地
蔵
は
何
体

か
あ
る
が
、
は
た
し
て
ど
ん
な
物
語

を
持
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
だ
ろ
う

か
。

　
「
石
仏
」
と
い
わ
れ
て
真
っ
先
に

思
い
浮
か
ぶ
の
は
「
お
地
蔵
さ
ま
」

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
道
ば
た
や
寺

の
境
内
で
よ
く
見
か
け
る
石
像
だ
。

お
地
蔵
さ
ま
は
本
来
「
地
蔵
菩
薩
」

と
い
う
。
仏
教
で
は
、
お
釈
迦
様
が

入に
ゅ
う
め
つ

滅
し
て
五
十
六
億
七
千
万
年
後
に

弥み
ろ
く勒

菩
薩
が
現
れ
悟
り
を
開
い
て
人

々
を
救
う
が
、
そ
れ
ま
で
の
長
い
間
、

人
間
の
苦
し
み
を
と
も
に
背
負
っ
て

救
っ
て
く
れ
る
の
が
地
蔵
菩
薩
だ
と

言
わ
れ
て
い
る
。
人
の
生
活
に
身
近

「北組の首なし地蔵」
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3月15日（火）おしゃべり会『保育園入園を前に…』②の２
 　片桐保育園希望者
　感染警戒レベルが高いため、オンラインで行いました。初めて
の試みでしたが、６組13人の方が参加しました。保育園生活で
不安に思うことなど、お母さんたちからの質問に園長先生が答
えてくれました。

vol.126

今月はみなかた保育園
「きりん組」のみんなです

【利用時間】　月・火・木・金曜日：午前９時30分～午後４時
　　　　　　土・日曜日・祝祭日：午前10時30分～午後３時30分

【閉 所 日】　毎週水曜日

お知らせ （バンビーニの５月の予定）
・女性の就業相談　予約制
　日時：５月９日（月）　午前10時～午後２時
　＊お子さん連れで相談できます。
・おさんぽに行こう！〈天の中川河川公園〉　予約制
　日時：５月19日（木）　午前10時20分　現地集合
　＊雨天・荒天の場合は24日（火）に延期します。
・乳幼児救急法講習会　予約制
　日時：５月31日（火）　午後２時～
　避難用シューターの滑り降り体験
　　　　　　　　　　　午後３時～　（雨天中止）
※急な変更の場合がありますので、
　「バンビーニGoogleカレンダー」でもご確認ください。
◎令和4年度新規利用登録受付中！（登録できる方は、
　小学校入学前の乳幼児がいらっしゃるご家庭です）

vol.127

つどいの広場バンビーニ
Tel･Fax 88-3201

泥んこ遊び最高～！！　　　　

きりん組（年長）
男の子７人　女の子７人　合計14人
望岳荘の桜とはい、チーズ！

自然と
たくさん友だちになろうね♪
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保健センター　TEL88-3002

お口の健康は
全身の健康を守ります

　歯を失う原因は、歯周病が４割、むし歯が３割で両方とも ｢細菌｣ が原因です。特に歯周病は歯を失う
だけでなく、歯周病菌やその菌が産生する毒素や炎症物質が、歯ぐきの血管から血流にのって全身のあら
ゆる組織に送られ、さまざまな影響を及ぼすことがわかっています。

心臓や脳の血管との関係
　歯周病が起こると歯周病菌が血管内に入り込みます。心臓の血管にとりつい
て血栓を形成すると、血管が狭くなったり、血管内皮が傷ついて動脈硬化を起
こして ｢狭心症や心筋梗塞｣ の発症リスクが高くなります。
　同じように、脳の血管に入り込んだ場合も脳血管の動脈硬化を起こし ｢脳卒
中｣ のリスクが高まります。

認知症との関係も？
　アルツハイマー型認知症患者の脳髄液から歯周病菌が検出されたことも報告されています。また、マウ
スを歯周病菌に感染させると脳内の ｢アミロイドベータ｣ という物質が増加し、脳神経が損なわれること
も明らかになっていて、認知症の原因の一つと考える研究も進んでいるようです。

糖尿病との強い因果関係
　糖尿病で高血糖状態が続くと、体内に入った細菌などを攻撃する“白血球”などの働きが低下し、さま
ざまな感染症にかかりやすくなってしまいます。歯周病菌に対しても抵抗力が低下するため、歯周病にも
なりやすくなります。
　また、歯周病菌から出る毒素が血管内に入り込むと、血糖値を下げる働きをするホルモン“インスリン”
の働きを低下させてしまい、血糖値を上げるといわれています。そのため、糖尿病治療の時に使用されて
いる「糖尿病連携手帳」には、必要な検査項目として、歯科受診の記録が記載できるようになっています。
　歯周病の治療が、実際どのくらい血糖値に反映するかについて複数の臨床試験が行われ、血糖値の検査
値“HbA1c（へモグロビンエーワンシー）”は0.29〜0.66％低下すると報告されています（糖尿病診療ガ
イドライン2019）。糖尿病治療でこれだけ下げることは難しく、薬を新たに一つ使い始めた時の効果に匹敵
するといわれています。

早産・低出生体重児出産との関係
　妊娠中に歯周病があると歯周病菌や炎症物質が血管に入り込み、子宮筋を収縮させ早産や低出生体重児
出産のリスクが高まるといわれています。妊娠中はつわりなどで口腔内の衛生状態が悪くなりやすくなっ
ているため、特に注意が必要です。※妊娠届のあった方は、無料の受診券を送付しています。

定期的な歯科受診を！
　歯周病は口の中だけではなく全身の健康に影響を及ぼしています。毎日のブラッ
シングや定期的な歯科受診・早期治療は脳・心臓血管や記憶など全身の健康を守る
ことに繋がります。
　村では、30、40、50、60、70歳になる方へ歯科健診の受診券（自己負担500円）を５月に
送付しています。歯科のかかりつけ医のない方は、この機会に受診をお勧めします。
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新
年
度
も
始
ま
り
、
８
月
い
っ
ぱ
い
で
協
力

隊
の
任
期
満
了
を
迎
え
る
わ
た
し
で
す
が
、
引

き
続
き
農
家
と
し
て
定
住
し
中
川
村
で
作
っ
た

野
菜
を
村
内
外
に
出
荷
し
て
い
く
予
定
で
す
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

昨
年
秋
に
収
穫
を
始
め
た
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
が

冬
眠
か
ら
覚
め
３
月
14
日
に
芽
を
出
し
、
初
め

て
春
芽
の
出
荷
を
し
ま
し
た
。
昨
年
も
同
じ
日

に
芽
が
出
た
の
で
何
の
予
定
の
な
い
ホ
ワ
イ
ト

デ
ー
が
と
て
も
好
き
に
な
り
ま
し
た
。

　

一
冬
を
越
え
た
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
よ
り
太
く

成
長
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
大
事
に
育

て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
も
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
白
ね
ぎ
や
カ
ラ
ー

ピ
ー
マ
ン
な
ど
で
き
る
限
り
多
く
の
野
菜
を

作
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

写
真
：
太
く
育
っ
た
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
と
小
顔
の

わ
た
し
で
す
。

　

中
川
村
に
来
て
１
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
そ
し

て
同
時
に
陣
馬
形
山
キ
ャ
ン
プ
場
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン
の
２
年
目
が
始
ま
り
ま
す
。

　

昨
年
１
年
間
を
通
し
て
、
お
か
げ
さ
ま
で
多

く
の
地
元
の
方
と
知
り
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
陣
馬
形
山
に
来
ら
れ
る
方
と
い
う
点
で

は
、
地
元
以
外
の
方
と
も
た
く
さ
ん
知
り
合
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
何
度
も
訪
れ
て
く
れ
た

人
も
い
ま
す
。
変
わ
っ
た
方
が
い
い
観
光
地
、

変
わ
ら
な
い
方
が
い
い
観
光
地
、
そ
ん
な
こ
と

を
よ
く
考
え
て
い
ま
す
が
、
陣
馬
形
山
に
は
変

わ
ら
な
い
絶
景
と
変
わ
ら
な
い
す
て
き
な
ス

タ
ッ
フ
が
い
ま
す
。
変
わ
っ
て
い
く
の
は
滞
在

の
質
の
向
上
、
そ
ん
な
場
づ
く
り
を
目
指
し
て

２
年
目
、
日
々
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

写
真
：
い
い
メ
ン
バ
ー
だ
陣
馬
形
山
キ
ャ
ン
プ
場

秋  

山  

祐  

毅

　

み
な
さ
ま
、
こ
ん
に
ち
は
。

　

り
ん
ご
の
剪せ

ん

定て
い

の
最
中
に
見
つ
け
た
大
き
な

腐
乱
病
２
か
所
に
泥
巻
き
を
行
い
ま
し
た
。

　

腐
乱
病
は
切
除
す
る
方
法
以
外
に
な
い
も
の

か
と
色
々
と
探
し
て
い
た
時
に
見
つ
け
た
先
人

の
知
恵
「
泥
巻
き
！
」。

　

昨
年
は
、
私
な
り
に
考
え
て
泥
の
中
に
発
酵

し
た
も
み
殻
、
納
豆
に
残
っ
た
ネ
バ
ネ
バ
、
そ

し
て
切
り
刻
ん
だ
藁わ

ら

を
入
れ
、
腐
乱
病
に
巻
き

付
け
た
結
果
、
な
か
な
か
の
確
率
で
腐
乱
が
完

治
し
ま
し
た（
多
分
）。
泥
を
巻
き
付
け
た
所
か

ら
根
っ
こ
ら
し
き
も
の
が
生
え
、
腐
乱
が
治
っ

て
い
ま
し
た（
多
分
）。

　

な
の
で
今
年
も
こ
の
方
法
を
実
践
！
今
年
は

治
る
の
か
、
治
ら
な
い
の
か
、
こ
の
先
が
非
常

に
楽
し
み
で
す
。
泥
を
巻
き
付
け
る
こ
と
を
思

い
つ
い
た
先
人
の
知
恵
は
凄
い
で
す
ね
。

写
真
：
泥
を
素
手
で
こ
ね
る
の
は
小
学
生
以

来
！

石川 亜樹則
（隊員歴３年目）

 主な業務 　就農
に向けての研修、
農業振興など

秋山 祐毅
（隊員歴２年目）

 主な業務 　
陣馬形山キャンプ
場の運営

石  

川  

亜
樹
則

平  

本  

信  

一

平本 信一
（隊員歴３年目）

 主な業務 　就農
に向けての研修、
農業振興など
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令
和
４
年
度
上
半
期
工
事

発
注
予
定
を
公
表
し
ま
す

地
域
政
策
課
財
政
係

内
線
23

　

村
で
は
「
建
設
工
事
発
注
予
定
情

報
公
表
要
領
」
に
基
づ
き
、
４
月
と

10
月
の
年
２
回
、
２
５
０
万
円
以
上

の
建
設
工
事
の
発
注
予
定
の
公
表
を

し
て
い
ま
す
。

▼
公
表
方
法

　

村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
発
注
予
定
」

上
で
公
表

令
和
３
年
度
１
～
３
月
の

入
札
結
果
を
公
表
し
ま
す

地
域
政
策
課
財
政
係

内
線
23

　

村
で
は
１
３
０
万
円
以
上
の
工
事

お
よ
び
50
万
円
以
上
の
業
務
委
託
な

ど
の
入
札
結
果
を
四
半
期
ご
と
に
公

表
し
て
い
ま
す
。

▼
公
表
内
容

・
入
札
日

・
工
事
・
業
務
委
託
名

・
落
札
金
額

・
落
札
業
者

▼
公
表
方
法

　

村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
入
札
結
果
」

上
で
公
表

国
民
年
金
保
険
料
は

納
付
期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う

住
民
税
務
課
住
民
係

内
線
44

　

令
和
４
年
４
月
分
か
ら
令
和
５
年

３
月
分
ま
で
の
国
民
年
金
保
険
料

は
、
月
額
１
６
，５
９
０
円
で
す
。

　

保
険
料
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら

送
付
さ
れ
る
納
付
書
に
よ
り
、
金
融

機
関
・
郵
便
局
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
利
用
し
て

の
納
付
、
そ
し
て
便
利
で
お
得
な
口

座
振
替
も
あ
り
ま
す
。

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
期
限
ま
で
に
納
め
て

い
た
だ
け
な
い
方
に
対
し
て
、
電

話
・
文
書
・
訪
問
に
よ
り
早
期
に
納

め
て
い
た
だ
く
よ
う
案
内
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

未
納
の
ま
ま
放
置
さ
れ
る
と
、
強

制
徴
収
の
手
続
き
に
よ
っ
て
督
促
を

行
い
、
指
定
さ
れ
た
期
限
ま
で
に
納

付
が
無
い
場
合
は
、
延
滞
金
が
課
さ

れ
る
だ
け
で
な
く
、
納
付
義
務
の
あ

る
方
の
財
産
を
差
し
押
さ
え
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
早
め
の
納
付
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

所
得
が
少
な
い
な
ど
保
険
料
の
納

付
が
困
難
な
場
合
は
、
保
険
料
が
免

除
・
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す

の
で
、
伊
那
年
金
事
務
所
ま
た
は
住

民
税
務
課
住
民
係
へ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。国

民
年
金
保
険
料
学
生
納
付

特
例
の
申
請
に
つ
い
て

住
民
税
務
課
住
民
係

内
線
44

　

学
生
納
付
特
例
制
度
に
よ
り
、
令

和
３
年
度
に
保
険
料
納
付
を
猶
予
さ

れ
て
い
る
方
で
、
令
和
４
年
度
も
引

き
続
き
在
学
予
定
の
方
へ
、
国
民
年

金
保
険
料
学
生
納
付
特
例
申
請
書
が

送
付
さ
れ
ま
す
。

　

申
請
書
は
は
が
き
形
式
に
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
し

て
返
送
い
た
だ
く
こ
と
で
、
令
和
４

年
度
の
申
請
が
で
き
ま
す
。
こ
の
場

合
、
在
学
証
明
書
ま
た
は
学
生
証
の

写
し
は
不
要
で
す
。

　

在
学
し
て
い
る
学
校
な
ど
に
変
更

が
あ
る
方
は
、
こ
の
は
が
き
で
申
請

が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
伊
那
年
金
事

務
所
ま
た
は
、
住
民
税
務
課
住
民
係

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

住
民
税
非
課
税
世
帯
な
ど
に

対
す
る
臨
時
特
別
給
付
金

保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

内
線
26

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
が
長
期
化
す
る
中
、
さ
ま
ざ
ま

な
困
難
に
直
面
し
た
家
庭
の
生
活
・

暮
ら
し
を
速
や
か
に
支
援
す
る
た
め

に
、
令
和
３
年
度
住
民
税
均
等
割
非

課
税
世
帯
な
ど
に
臨
時
特
別
給
付
金

を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
の
住
民
税
均
等
割
が

全
世
帯
員
非
課
税
の
場
合
に
給
付
金

の
支
給
対
象
と
な
り
ま
す
。
対
象
と

な
る
世
帯
に
は
２
月
に
確
認
書
が
送

付
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
世
帯
の

中
に
課
税
状
況
が
不
明
な
方
が
い
る

世
帯
に
は
申
請
書
が
送
付
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
課
税
状
況
を
確
認
し
て

い
た
だ
き
、
世
帯
全
員
が
非
課
税
の

場
合
に
は
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
提
出
期
限

　

５
月
９
日（
月
）

※
確
認
書
・
申
請
書
の
内
容
を
ご
確

認
い
た
だ
き
、
期
限
ま
で
に
提
出

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
家
計
急
変
世
帯
の
方

　

家
計
急
変
世
帯
の
方
は
、
申
請
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
保
健
福
祉

課
で
申
請
手
続
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

　

必
要
書
類
が
複
数
あ
り
ま
す
の

で
、
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
申
請
期
限
は
、
９
月
30
日（
金
）ま

で
で
す
。

※
詳
し
く
は
広
報
２
月
号
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

補
聴
器
の
購
入
に

補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す

保
健
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

内
線
27

　

村
で
は
、
難
聴
治
療
に
効
果
の
あ

る
補
聴
器
の
使
用
を
進
め
る
た
め

に
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
補
聴
器

を
購
入
す
る
場
合
に
補
助
金
を
交
付

し
て
い
ま
す
。

　

補
助
額
は
購
入
額
の
２
分
の
１

で
、
上
限
額
を
今
年
度
か
ら
10
万
円

に
引
き
上
げ
ま
し
た
。

　

難
聴
は
認
知
症
に
な
る
危
険
性
が

高
ま
る
と
言
わ
れ
、
軽
度
の
難
聴
で

も
積
極
的
な
対
処
が
認
知
症
の
発
症

予
防
に
効
果
的
で
あ
る
と
も
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

①
聞
こ
え
や
、
言
葉
の
聞
き
取
り
が

悪
い
と
感
じ
て
い
る
。

②
聴
力
検
査
で
聴
力
の
低
下
が
認
め

ら
れ
る
。

と
い
う
方
は
、
一
度
耳
鼻
科
医
へ
の

相
談
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
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里
山
林
の
保
全
や

活
性
化
を
支
援
し
ま
す

産
業
振
興
課
耕
地
林
務
係

内
線
32

　

林
野
庁
で
は
、
地
域
住
民
、
森
林

所
有
者
、
自
伐
採
家
が
協
力
し
て
行

う
里
山
林
の
保
全
管
理
や
資
源
を
利

用
す
る
た
め
の
活
動
に
対
し
て
補
助

金
を
交
付
し
支
援
を
行
っ
て
お
り
、

村
が
そ
の
補
助
金
へ
の
上
乗
せ
を

行
っ
て
い
ま
す
。

▼
補
助
対
象
者

　

森
林
所
有
者
、
地
域
住
民
、
自
治

会
な
ど
の
地
域
の
実
績
に
応
じ
た
、

３
人
以
上
の
者
で
構
成
す
る
組
織

▼
対
象
森
林

・
森
林
経
営
計
画
お
よ
び
森
林
施
業

計
画
が
策
定
さ
れ
て
い
な
い
森
林

・
活
動
組
織
は
森
林
所
有
者
の
方
と

最
低
３
か
年
間
の
協
定
を
締
結

▼
補
助
対
象
と
な
る
事
業
内
容

・
荒
れ
て
い
る
里
山
林
や
竹
林
の
手

入
れ

・
薪
な
ど
地
域
資
源
を
利
用
し
て
山

村
を
活
性
化
さ
せ
る
取
り
組
み

・
森
林
整
備
の
た
め
の
作
業
道
整
備

▼
補
助
率
な
ど

　

活
動
す
る
メ
ニ
ュ
ー
ご
と
、
活
動

す
る
森
林
の
面
積
（
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

に
応
じ
て
定
額
を
補
助
し
ま
す
。

※
た
と
え
ば
、「
荒
れ
て
い
る
森
林

を
整
備
し
た
い
」
場
合
、
最
大

１
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ
た
り
２
万
円
な

ど
。

「
緑
の
募
金
」
活
動
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

産
業
振
興
課
耕
地
林
務
係

内
線
32

　

長
野
県
で
は
、「
美
し
い
信
州
の

み
ど
り
づ
く
り
」
を
目
指
す
緑
化
運

動
の
一
つ
と
し
て
、
毎
年
４
月
か
ら

５
月
に
か
け
「
緑
の
募
金
」
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
は
上
伊
那
郡

全
体
で
約
８
６
２
万
円
、
村
内
で
は

30
万
７
千
円
余
り
の
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
緑
化
推
進
事
業

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
も
各
地
区
を
通
じ
て
住
民
の

み
な
さ
ん
に
ご
協
力
を
お
願
い
す
る

ほ
か
、
公
共
施
設
の
窓
口
に
も
募
金

箱
を
設
置
し
て
募
金
の
呼
び
か
け
を

行
い
ま
す
。

　

健
全
な
森
林
づ
く
り
、
緑
の
環
境

づ
く
り
に
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

山
に
入
る
と
き
はクマ

に
注
意
！

産
業
振
興
課
耕
地
林
務
係

内
線
32

　

春
に
な
り
山
菜
を
求
め
て
入
山
す

る
機
会
が
増
え
ま
す
が
、
ク
マ
が
冬

ご
も
り
か
ら
目
覚
め
て
食
べ
物
を
探

し
て
動
き
回
る
季
節
で
も
あ
り
ま
す
。

特
に
冬
の
間
に
出
産
し
た
雌
グ
マ
は

子
グ
マ
を
守
る
た
め
に
神
経
質
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

ク
マ
が
活
発
に
活
動
す
る
朝
夕
の

行
動
は
避
け
、
入
山
の
際
は
、
ラ
ジ

水
道
の
大
型
連
休
当
番事

業
者

建
設
環
境
課
環
境
水
道
係

内
線
63

　

大
型
連
休
中
の
水
道
故
障
な
ど
の

依
頼
は
、
当
番
制
で
各
指
定
業
者
が

対
応
し
ま
す
の
で
、
左
表
の
当
番
店

に
直
接
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

水道の大型連休中の当番事業者
日付 当番事業者 連絡先電話番号

4/29（金） ㈲村田工務店 ８８−２３９８
4/30（土） 新井設備 ８８−２４２０
5/１（日） 石田建設㈱中川支所 ８８−３５２４
5/２（月） 田島建設㈱ ８８−３０５７
5/３（火） 宮下建設工業㈱ ８８−３０３４
5/４（水） ㈲与根山建設 ８８−２２５７
5/５（木） ㈲むかいや設備 ８８−３６００

高
校
生
の通

学
を
支
援
し
ま
す

教
育
委
員
会
総
務
学
校
係

TEL 

88
―
１
０
０
５

　

村
で
は
、
子
育
て
世
帯
へ
の
支
援

と
し
て
、
高
等
学
校
な
ど
へ
の
通
学

に
要
す
る
費
用
に
対
し
て
補
助
金
を

交
付
し
て
い
ま
す
。

▼
補
助
対
象
者

　

村
内
に
住
所
を
有
し
、
高
等
学
校

な
ど
に
通
学
す
る
生
徒
の
保
護
者
。

※
た
だ
し
、
補
助
対
象
者
お
よ
び
同

一
世
帯
で
生
計
を
一
に
す
る
全
員

が
、
村
税
そ
の
他
義
務
的
納
付
金

を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

▼
補
助
金
の
額

　

令
和
４
年
度
か
ら
限
度
額
が
増
え

ま
す
。
高
等
学
校
な
ど
の
通
学
に
利

用
す
る
鉄
道
お
よ
び
バ
ス
（
村
営
巡

回
バ
ス
を
除
く
。）
の
通
学
定
期
券

の
額
の
２
分
の
１
以
内
の
額
。
た
だ

し
、
生
徒
１
人
に
つ
き
年
額
２
万
円

を
限
度
と
し
ま
す
。

▼
補
助
金
の
申
請

　

補
助
金
の
交
付
を
受
け
よ
う
と
す

る
方
は
、「
高
校
生
等
通
学
支
援
事

業
補
助
金
交
付
申
請
書
」
に
通
学
定

期
券
の
写
し
を
添
え
て
、
教
育
委
員

会
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
方
法

　

申
請
は
、
チ
ャ
オ
情
報
発
信
コ
ー

ナ
ー
備
え
付
け
の
申
請
書
を
使
用
し

て
く
だ
さ
い
。

太
陽
光
パ
ネ
ル
・
蓄
電
池
の

共
同
購
入
参
加
者
募
集
中
！

長
野
県　

み
ん
な
の
お
う
ち
に

太
陽
光
事
務
局

TEL 

０
２
１
０
―
６
９
８
―
３
０
０

　

４
月
13
日
か
ら
、
太
陽
光
パ
ネ

ル
・
蓄
電
池
を
県
民
み
ん
な
で
お
ト

ク
に
購
入
す
る
共
同
購
入
の
参
加
者

の
募
集
を
開
始
し
ま
す
。
お
う
ち
で

で
き
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
！
こ
の
機
会
に
お

ト
ク
に
購
入
し
ま
せ
ん
か
!?

▼
参
加
登
録
期
間

　

４
月
13
日（
水
）～
８
月
31
日（
水
）

▼
説
明
会
の
ご
案
内

　

オ
ン
ラ
イ
ン
説
明
会
を
実
施
し
ま

す
。
ま
た
、
専
用
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上

で
、
共
同
購
入
の
こ
と
が
よ
く
わ
か

る
資
料
を
ご
提
供
し
ま
す
。

▼
参
加
登
録
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

　

参
加
登
録
・
詳
し
い
情
報
は
専
用

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
て
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。

https://group-buy.jp/solar/
nagano/hom

e

オ
や
鈴
な
ど
音
の
出
る
物
を
携
帯
し

ま
し
ょ
う
。
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総
　務
　課

産
業
振
興
課

会
計
室

住
民
税
務
課

住
民
税
務
課

保
健
福
祉
課

地
域
政
策
課

総
　務
　課

トイレ

トイレ

トイレ
食　堂

書庫
大型
コピー室

女子
ロッカー室 男子ロッカー室 文具室

宿直室

玄関ホール

相
談
室

コ
ピ
ー
室

応接室

村長室

1

0

2 3 4 5 6

7

役場庁舎１階

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

　

米
山　

一
美
さ
ん　
　
（
沖　

町
）

　
　
　
　
　
　
（
71
歳
）

　

小
池　

淑
子
さ
ん　
　
（
田　

島
）

　
　
　
　
　
　
（
90
歳
）

　

米
山　

さ
ち
子
さ
ん　
（
北　

組
）

　
　
　
　
　
　
（
94
歳
）

　

川
田　

光
子
さ
ん　
　
（
葛　

北
）

　
　
　
　
　
　
（
86
歳
）

　

中
平　

敏
子
さ
ん　
　
（
中
田
島
）

　
　
　
　
　
　
（
87
歳
）

　

清
水　

勝
治
さ
ん　
　
（
小
和
田
）

　
　
　
　
　
　
（
89
歳
）

　

加
藤　

常
子
さ
ん　
　
（
美　

里
）

　
　
　
　
　
　
（
99
歳
）

　

小
松　

光
子
さ
ん　
　
（
中　

組
）

　
　
　
　
　
　
（
86
歳
）

　

河
㟢　

学
さ
ん　
　
　
（
中　

組
）

　
　
　
　
　
　
（
67
歳
）

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

　

米
山　

す
ず
花か　

ち
ゃ
ん（
中
組
）

�

（
智
貴
・
知
は
や
さ
ん
）

　

宮
﨑　

陽ひ

な

の
菜
乃　

ち
ゃ
ん（
横
前
）

�

（
寛
章
・
実
加
代
さ
ん
）

ね
こ
の
繁
殖
制
限

補
助
事
業
を
活
用
く
だ
さ
い

長
野
県
動
物
愛
護
会
上
伊
那
支
部

TEL 

76
―
６
８
４
０

　

望
ま
れ
ず
に
生
ま
れ
る
不
幸
な
猫

の
減
少
の
た
め
に
、
繁
殖
制
限
の
必

要
性
を
広
く
普
及
し
、
人
と
動
物
が

住
み
や
す
い
環
境
お
よ
び
社
会
を
つ

く
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
ね
こ
の
避

妊
・
去
勢
手
術
費
用
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。

▼
申
込
条
件

①
上
伊
那
郡
市
内
で
飼
養
ま
た
は
管

理
さ
れ
て
い
る
猫
、
ま
た
は
野
良

猫
。

②
上
伊
那
郡
市
内
の
動
物
病
院
で
手

術
を
受
け
る
こ
と
。

③
原
則
と
し
て
、
屋
外
に
出
し
て
猫

を
飼
っ
て
い
る
方
、
屋
外
に
い
る

猫
を
飼
養
さ
れ
て
い
る
方
、
野
良

猫
に
不
妊
手
術
を
受
け
さ
せ
た
い

方
お
よ
び
地
域
猫
と
し
て
管
理
さ

れ
て
い
る
方
を
対
象
に
し
ま
す
。

▼
補
助
金
額

　

１
匹　

３
，０
０
０
円

※
猫
の
避
妊
・
去
勢
手
術
に
限
る
。

▼
補
助
予
定
頭
数

　

補
助
予
定
頭
数
は
概
ね
４
８
０
匹

で
す
。

※
申
込
み
順
で
す
。

※
予
算
が
終
了
し
た
時
点
で
受
付
終

了
し
ま
す
。

▼
注
意
事
項

　

補
助
を
活
用
し
た
い
場
合
は
、
必

ず
、
避
妊
・
去
勢
手
術
の
前
に
申
請

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
避
妊
・
去
勢
手
術
後
の
申
請
は
受

け
付
け
ま
せ
ん
。

▼
申
し
込
み
期
限

　

４
月
７
日（
木
）～

�

令
和
５
年
１
月
31
日（
火
）

▼
申
し
込
み

　

補
助
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
伊
那

保
健
福
祉
事
務
所
内
長
野
県
動
物
愛

護
会
上
伊
那
支
部
事
務
局
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

各
種
税
金
の
無
料
相
談
所
を

�

開
設
し
ま
す

関
東
信
越
税
理
士
会　
　
　

伊
那
支
部　

事
務
局

TEL 

０
２
６
５
―
74
―
８
１
７
０

　

関
東
信
越
税
理
士
会
伊
那
支
部
で

は
、
本
年
度
も
税
理
士
に
よ
る
各
種

税
金
の
無
料
相
談
所
を
開
設
し
ま

す
。

▼
日
程

令
和
４
年

　

７
月
６
日（
水
）、
８
月
３
日（
水
）

　

９
月
７
日（
水
）、
10
月
５
日（
水
）

　

11
月
２
日（
水
）、
12
月
７
日（
水
）

令
和
５
年

　

１
月
11
日（
水
）、
４
月
５
日（
水
）

　

５
月
10
日（
水
）、
６
月
７
日（
水
）

※
相
談
時
間
は
１
人
に
つ
き
30
分
で

す
。

▼
場
所

　

伊
那
市
荒
井
３
４
２
８
―
７

ａ
ｌ
ｌ
ｌ
ａ
（
ア
ル
ラ
）

※
旧
伊
那
消
防
署
跡
地

▼
お
問
い
合
わ
せ

　

関
東
信
越
税
理
士
会
伊
那
支
部
事

務
局

月
曜
日
～
金
曜
日

午
前
10
時
～
午
後
４
時

※
相
談
さ
れ
る
方
は
事
前
予
約
が
必

要
で
す
。

※
予
約
が
埋
ま
り
次
第
締
め
切
り
と

し
ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

４
月
１
日
か
ら
の

�

組
織
体
制
の
変
更
内
容

　

村
で
は
組
織
や
事
務
分
掌
に
つ
い

て
見
直
し
を
行
い
、
令
和
４
年
４
月

か
ら
次
の
よ
う
に
変
更
し
ま
し
た
。

課
・
係
の
編
成
と

 

事
務
分
掌
の
変
更

⑴
公
共
交
通
の
窓
口
を
一
本
化
し
、

総
務
課
の
巡
回
バ
ス
等
運
行
事
業

に
つ
い
て
は
、
地
域
政
策
課
の
所

管
と
し
ま
し
た
。

⑵
産
業
振
興
課
の
交
流
セ
ン
タ
ー
係

と
商
工
観
光
係
を
統
合
し
て
「
商

工
交
流
係
」
と
し
、
ふ
る
さ
と
納

税
関
係
業
務
は
交
流
セ
ン
タ
ー

（
商
工
交
流
係
）に
一
元
化
し
ま
し

た
。

⑶
建
設
環
境
課
の
関
連
事
業
係
を

「
リ
ニ
ア
対
策
室
」と
し
ま
し
た
。

⑷
建
設
環
境
課
の
環
境
水
道
室
を

「
環
境
水
道
係
」
と
し
ま
し
た
。

役
場
の
窓
口
を

 

一
部
変
更
し
ま
し
た

⑤
番
窓
口

・
総
務
課
総
務
係

・
総
務
課
危
機
管
理
係

⑥
番
窓
口

・
総
務
課
広
報
情
報
係

新（令和４年度） 旧（令和３年度）

産業振興課
　農政係
　耕地林務係
　商工交流係

建設環境課
　建設係
　リニア対策室
　環境水道係

産業振興課
　農政係
　交流センター係
　耕地林務係
　商工観光係

　　　　　　

　　　　　　

建設環境課
　建設係
　関連事業係
　環境水道室
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―�高校生活はどうですか？
　とても楽しいです。ほ場に出ての作
業、実習などとても充実した高校生活
を送っています。
―�今頑張っていることは何ですか。
　高校から始めたバドミントンです。新
型コロナウィルスの影響で練習試合や
大会がなくなってきてしまっています
が、その分、部活の時間などを大切に取
り組んでいます。
―�中川村の好きなところは何ですか。
　人が温かく、居心地の良いところで
す。また、自然と触れ合いながら生活
出来るところも好きです。
―�10年後どうなっていたいですか？
　色々なことを勉強して、中川村に少
しでも貢献できる人材になっていたい
です。
―�中川村の未来に一言お願いします！
　中川村ならではの良い所がたくさん
あるので、これからもその魅力を発信
して、最高の村になっていってほしい
です！

へ未来 なかがわ vol.48

●宮�崎�成
なる

�望
む

�さん（横前）
上伊那農業高校３年生（17歳）

前列右から４番目

クラスの最高の友達と
（右から２番目）

定
住
移
住
促
進
の
た
め
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
ま
し
た

二次元コードから
内容を確認できます

　

村
で
は
、
定
住
お
よ
び
移
住
を
希

望
さ
れ
る
方
へ
「
中
川
村
で
の
暮
ら

し
方
」
を
紹
介
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
作
成
し
ま
し
た
。

▼
主
な
掲
載
内
容

・
村
の
概
要

・
分
野
ご
と
の
村
の
支
援
一
覧
や
関

　

連
施
設
の
紹
介

・
先
輩
移
住
者
の
声

・
地
区
な
ど
地
域
活
動
の
紹
介

▼
配
布
先

　

村
や
県
楽
園
信
州
な
ど
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
ほ
か
、
次
の
場

所
な
ど
で
配
布
予
定
で
す
。

⑴
村
内

・
役
場
窓
口

・
農
業
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー

⑵
県
外

・
長
野
県
移
住
相
談
拠
点　

３
か
所

　
（
東
京
、
大
阪
、
名
古
屋
）

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ふ
る
さ
と
回
帰
支
援

　

セ
ン
タ
ー　

２
か
所

　
（
東
京
、
大
阪
）

地
域
政
策
課
む
ら
づ
く
り
係

内
線
24



　西小学校４年生が「ブッポウソウの里の会」の方た
ちとブッポウソウの巣箱づくりを行いました。
　最初に作り方の説明を受けた後、グルー
プに分かれて材料を並べ、手順を確認し
ながら巣箱を作っていきました。
　くぎと金づちを使いながら手際よく作
り、完成した巣箱には色とりどりの絵を
描き、ブッポウソウが入ってくれるように
心を込めました。

３/９（水）
西小学校でブッポウソウ巣箱づくり

　住民のみなさん、県介護支援課、中川村社会福祉協議
会、役場保健福祉課、24人が集まり、「できることアイデ
ア出し体験会」を行いました。
　「自分ができる支援・応援」をテーマに、“暖かくなっ
たら畑に行くと言いながら、ずっとテレビを見ているAさ
んの悩み” について、グループに分かれて話し合いまし
た。みんなで話すことで、いろいろなアイデアが生まれ
ること、ちょっとしたことならできるかもしれないとい
う可能性を体験できました。

３/16（水）
できることアイデア出し体験会

　令和４年度中川村消防団幹部・新入団任命式
がサンアリーナで行われました。
　今年度中川村消防団に入団し、辞令を交付さ
れた団員は11人です。団員たちは「自分たちの
地域は自分たちで守る」という自立精神のもと、
消防団活動の第一線を担うことを心に誓いまし
た。

３/27（日）　消防団任命式

　中川村と中川村建設業協会は、災害時などに
おける被害の拡大を防ぐため、災害時における
応急措置に関する協定を締結しました。
  この協定により、災害が発生したとき、また
は発生するおそれのあるときには、村の地域防
災計画の規定に基づき、必要な措置を村が建設
業協会に要請できるようになります。

４/４（月）　災害時協定締結式

むらのできごと
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　３月下旬から暖かい日が続き、村内各所で桜が開花して見
ごろを迎えました。
　大草城址公園ではエドヒガン、しだれ桜、ソメイヨシノな
どが200本以上植えられ、時期をずらしながら長い期間桜を
楽しむことができます。訪れた人は散策や写真撮影など、思
い思いに楽しんでいました。

４/７（木）　春らんまん、村内の桜が見ごろ
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　御射山神社（松川町上片桐）で４月２日に建て御柱が行われました。
　７年目に一度開催される御柱祭ですが、今年はコロナ禍ということ
で「山出し」「里曳き」が中止となりました。
　柱は４地区（上片桐・七久保・片桐・葛島）から１本ずつ寄進され、中
川村からは三の柱が片桐地区、四の柱が葛島地区から運び込まれました。
　無観客、関係者のみで行われた「建て御柱」では、境内に運び込ま
れた柱を、重機を使って４地区それぞれの氏子たちが入れ替わりなが
ら順次四隅へと建てました。

４/２（土）　御射山神社式年御柱大祭

西丸尾のしだれ桜 伊那田島駅

大草城址公園

　昨年７月に伐採された石神の松。この松の一部を炭に変
え、日本伝統の製法で作られる花火「和火」として打ち上
げる「石神の松 江戸花火」がこの日開催されました。
　打ち上げに先駆け、望岳荘で式典が開催され、人形浄瑠
璃や北組地区の「松づくし」、東小５年生の紙芝居などが披
露されました。
　花火は夜７時30分から打ち上げが始まり、長い間村を見守り
続けた石神の松が約70発の「和火」となり、夜空を彩りました。

４/９（土）

石神の松が「和火」として夜空に輝く

紙芝居  東小５年生



むらのできごと

　中川東小学校、中川西小学校では３月16日に、中川中
学校では３月17日に卒業証書授与式が行われました。
卒業生92人は、友だちとのたくさんの思い出と未来への
期待を胸に、それぞれの学び舎を後にしました。
　また、みなかた保育園・片桐保育園では３月25日に卒
園式が行われました。卒園した園児32人は、入園当初と
は見違えるほど成長した姿で、楽しかった思い出を胸に
それぞれの保育園を巣立ちました。

新たな出会いに期待いっぱい たくさんの思い出を胸に

祝　卒園・卒業おめでとう
　　入園・入学

３月17日（木） 中川中学校 （卒業生49人） ３月16日（水） 中川東小学校 （卒業生22人）

３月16日（水） 中川西小学校 （卒業生21人）

３月25日（金） 片桐保育園 （卒園児19人）

３月25日（金） みなかた保育園 （卒園児13人）



　みなかた保育園、片桐保育園で４月４日に入園式が行
われました。桜の開花とともに、笑顔いっぱいの園舎で
新しい１年が始まりました。
　中川東小学校、中川西小学校では４月６日に入学式が
行われました。真新しい大きなカバンを背負った新１年
生。緊張の中にも期待に満ちたまなざしで、それぞれの
学校へ入学しました。
　同日には中川中学校でも入学式が行われ、希望と期待
に満ちた43人が中学生の仲間入りを果たしました。

新たな出会いに期待いっぱい たくさんの思い出を胸に

祝　卒園・卒業おめでとう
　　入園・入学

４月６日（水） 中川中学校 （入学生43人）

４月６日（水） 中川東小学校 （入学生13人）

４月６日（水） 中川西小学校 （入学生20人）

４月４日（月） 片桐保育園 （入園児13人） ４月４日（月） みなかた保育園 （入園児11人）
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再生紙を使用
しております

緊急情報等配信メール
村・学校からのお知らせや
緊急情報をメールで受け取
ることができます。

中川村の人口 【４月１日現在】
（　）内は対前月

人口	 男	 女	 世帯数
4,739人（ー12）	 2,265人（−10）	 2,474人（−2）	 	1,684世帯（±0）

中川村は
「日本で最も美しい村」連合

に加盟しています

スマートフォンへ
広報を配信
無料アプリ「マチイロ」で
広報なかがわが読めます。

公共機関などの大型連休中カレンダー ■の日はお休みです

中川西小学校　入学式
　令和４年度中川西小学校の入学式
が４月６日（水）に行われました。
　桜よりも一足先に入学となった今
年の新入生は20人。玄関前では、温
かな春の日差しを受けるなか、背中
に新しいかばんを背負って保護者と
一緒に登校する元気な新入生の姿が
ありました。
　入学式が始まると少し緊張した様
子の新入生でしたが、先生や上級生
のお兄さんお姉さんたちに歓迎さ
れ、これからの小学校生活が楽しみ
な様子でした。
　左の写真は、同日に行われた中川
東小学校の入学式当日の様子です。

公共機関等名 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

役　　　場
29 30 1 2 3 4 5 6 7 8

※戸籍関係の届出（出生届・死亡届など）は、役場の日宿直で受け付けています。
文化センター 29 30 1 2 3 4 5 6 7 8
文化・体育施設利用 29 30 1 2 3 4 5 6 7 8
図　書　館 29 30 1 2 3 4 5 6 7 8

銀河ドーム
29 30 1 2 3 4 5 6 7 8
新型コロナ感染拡大防止のため休館中。詳しくはお問い合わせください。

福
祉
関
係

保　育　園
29 30 1 2 3 4 5 6 7 8

４月30日（土）、５月７日（土）は希望保育
児童クラブ 29 30 1 2 3 4 5 6 7 8
つどいの広場バンビーニ 29 30 1 2 3 4 5 6 7 8
高齢者憩いの家（昼間利用） 29 30 1 2 3 4 5 6 7 8
地域活動支援センター 29 30 1 2 3 4 5 6 7 8

医
療
関
係

南向診療所
29 30 1 2 3 4 5 6 7 8

５月７日（土）：午前８時30分～11時45分

片桐診療所
29 30 1 2 3 4 5 6 7 8

４月30日（土）、５月７日（土）：午前９時～正午
昭和伊南総合病院 29 30 1 2 3 4 5 6 7 8
下伊那赤十字病院 29 30 1 2 3 4 5 6 7 8

村営巡回バス 29 30 1 2 3 4 5 6 7 8

ＮＰＯ乗合タクシー“ぽかぽか”
29 30 1 2 3 4 5 6 7 8
※５月６日（金）の予約受付は、４月28日（木）の午後５時までです。

農業観光交流センター 29 30 1 2 3 4 5 6 7 8
お試しシェアオフィス 29 30 1 2 3 4 5 6 7 8
上伊那クリーンセンター・クリーンセンター八乙女 29 30 1 2 3 4 5 6 7 8
伊南聖苑（火葬場） 29 30 1 2 3 4 5 6 7 8



5 月

1日（日）つちかね整形外科クリニック 駒ヶ根市 TEL82-7715
3日（火）のどかクリニック 飯 島 町 TEL86-6705
4日（水）神 戸 医 院 駒ヶ根市 TEL82-3522
5日（木）座 光 寺 内 科 医 院 駒ヶ根市 TEL83-3222
8日（日）下平けやき診療所 駒ヶ根市 TEL81-6303

15日（日）須 田 医 院 駒ヶ根市 TEL81-5050
22日（日）北 原 医 院 宮 田 村 TEL85-2214
29日（日）片 桐 診 療 所 中 川 村 TEL88-2512

●４・10か月児健診
　〔日時〕５月26日（木）　午後１時～
●７・12か月児健診
　〔日時〕５月27日（金）　午前９時30分～
●２歳児健診
　〔日時〕５月23日（月）　午前９時30分～
●２歳６か月児健診
　〔日時〕５月12日（木）　午前９時30分～
●３歳児健診
　〔日時〕５月30日（月）　午後１時～
以上、会場はすべて保健センターです。

 保健センター　TEL88-3002

●行政相談 総務課 内線12
　〔日時〕５月 9日（月） 午前９時～11時
　〔場所〕在宅介護支援センター
●心配ごと相談 社会福祉協議会  TEL88−3552
　〔日時〕５月 9日（月） 午前９時～11時
　〔場所〕在宅介護支援センター
●結婚相談 中川村結婚相談所 TEL080−7073−1438
　〔日時〕平　日  午前９時～午後５時
　　　　５月 10日（火） 午後６時～８時
 24日（火） 午後６時～８時
　〔場所〕基幹集落センター
●介護相談 地域包括支援センター   TEL88−6177
　〔日時〕平　日  午前８時30分～午後５時
　〔場所〕地域包括支援センター
●だれでもカフェ 地域包括支援センター　TEL88−6177
　〔日時〕５月 10日（火） 午後１時～５時
 25日（水） 午後１時～５時
　〔場所〕Cafe Oak （カフェ オーク）
●心の相談（要予約） 保健センター  TEL88−3002
　〔日時〕５月 11日（水） 午前８時30分～午後５時
　〔場所〕保健センター
●教育相談 教育委員会  TEL88−1005
　毎週水曜日　　　　　〔場所〕文化センター
●健康相談 保健センター  TEL88−3002
　〔日時〕平　日  午前８時30分～午後５時
　〔場所〕保健センター

税・料金の納期限

相談あれこれ

５月の保健衛生ごよみ

５月の当番医

チャンネルなかがわ（11ch）５月の番組予定

☆放送時間（１日６回）
６時30分～　８時30分～　12時30分～　19時～　21時～　23時～
※番組の切り替えは水曜日の19時です。
※都合により番組が変更になることがあります。

防災無線の聞きなおしができます 電話番号 88－4221　ご自宅の電話や携帯電話からおかけください。

※
台
所
な
ど
に
掲
示
し
て
お
使
い
く
だ
さ
い
。

５月24日（火）　午後５時30分から午後７時30分まで
役場で写真を撮って、カードの申請やカードの受け取
りができます。ぜひご利用ください。
※持ち物など住民係へご確認ください。システムメン

テナンスなどで変更になる場合があります。

５月マイナンバーカード夜間・特別申請受付・交付日

4日～ 11日～ 18日～ 25日～ 中川村のできごと

軽 自 動 車 税 令和４年分

５月31日（火）

水 道 料

５ 月 分
下 水 道 料

保 育 料

村 営 住 宅 料

５月のごみカレンダー
日 曜日 大草・葛島地区 片　桐　地　区

1 日

2 月 可燃ごみ（赤）

3 火 可燃ごみ（赤）

4 水

5 木 可燃ごみ（赤）

6 金 可燃ごみ（赤）

7 土

8 日

9 月 缶（コンテナ） 可燃ごみ（赤）

10 火 可燃ごみ（赤） 缶（コンテナ）

11 水 容器包装（紫）とペットボトル【全村】

12 木 不燃物（青） 可燃ごみ（赤）

13 金 可燃ごみ（赤） 不燃物（青）

14 土

15 日

16 月 可燃ごみ（赤）

17 火 可燃ごみ（赤） びん（コンテナ）

18 水 容器包装（紫）【全村】

19 木 不燃物（青） 可燃ごみ（赤）

20 金 可燃ごみ（赤）

21 土

22 日

23 月 びん（コンテナ） 可燃ごみ（赤）

24 火 可燃ごみ（赤）

25 水 容器包装（紫）とペットボトル【全村】

26 木 可燃ごみ（赤）

27 金 可燃ごみ（赤） 不燃物（青）

28 土 資源回収

29 日

30 月 可燃ごみ（赤）

31 火 可燃ごみ（赤）

デジタル活用支援として、スマートフォンの基本的な使い方を放送しています。


